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第
二
回
定
例
役
員
会
議
事
録

票
還
騨
竃
鐘
笙
夢
７
五

［圏
剛
圏

（ア
イ
ウ
エ
オ
順
　
敬
称
略
）
１０
名

飯
岡
秀
之
、
石
井
正
彦

忍
　
司
、金
谷
喜
二
郎
、千
葉

均
、

露
崎
耕
平
、
露
崎
真
純
、
富
田
健

一
、
畠
山
直
久
、

若
林

武

〓

般
経
過
報
告
】

１
．
千
葉
リ
ハ
関
係

的
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

４
月
２０

日
、
５
月
７
日
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
申
込
書
送
付

‐５
名
分

↓
５
月
７
日
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
承
認
通
知
書
受
領

４
月
２３

日

グ
ル
Ｌ
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ
　

「家
屋
」

参
加
者

‥
若
林
、
深
井

５
月
２８
日

グ
ル
Ｌ
ブ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ
　

「自
動
車
」

後
半
部
分
で
は
、
支
部
役
員
メ
ン
バ
の
自
動
車
と
乗
り
降

り
を
実
演

参
加
者

‥
若
林
、
深
井
、
中
澤

②

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

５
月
７
日
　
実
行
委
員
会

参
加
者

‥
飯
岡

査
鱈
彊
静
買

ム

◎
日

程

・１２
月
６
日

（日
）
開
催

◎
テ
ー
マ
‥
自
助
具

（仮
）

◎
講

演

上
畳
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

管
理
者
　
上
田
真
弓
氏

↓
当
日
は
支
部
忘
年
会
と
か
ぶ
っ
て
い
る
た
め
、
先
発
隊

は
講
習
会
途
中
で
忘
年
会
会
場
に
向
か
」２

２
・
脊
損
ち
ば
第
１
１
７
号

６
月
２‐
日

役
員
会
開
始
前
に
会
員
等
に
発
送

３
　
ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業
無
料
点
検

５
月
１６

日
　
ト
ヨ
タ
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
千
葉
に
て

案
理
参
加
者

‥
若
林
、
忍
、
深
井
、
金
谷
、
飯
岡

同
時
に
入
会
勧
誘
お
よ
び
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
↓
４

名
に
資
料
を
渡
し
た
。

４
．
そ
の
他

ω
入
会
者
　
３
月
入
会

‥
瀧
尾
雄

一
郎
氏

（市
川
市
）

退
会
者
　
　
５
月
退
会

―
倉
川
良
夫
氏

（四
街
道
市
）

会
員
数

　

６
月
２０
日
現
在
　
１
１
１
名

②

エ
ネ
オ
ス
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
カ
ー
ド
契
約
価
格

５

月
◎
ハ
イ
オ
ク
＝
１
４
３
　
０
円
／
腸

◎
レ
ギ
ュ
ラ
ー
＝
１
３
２
．
０
円
／
拐

◎
軽
油
＝
１
１
０
．
０
円
／
腸

【本
部
報
告
事
項
】

１
．
第
１４
回
総
会
大
阪
府
大
会
に
つ
い
て

日
時

平
成
２７
年
６
月
６
日
（土
）

代
表
者
会
議

（∽
）

会
場

‥
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（ビ
ツ
グ
ア
イ
）

大
阪
府
堺
市
南
区
茶
山
台
１
‐
８
‐
１

的
参
加
者
　
∽

代
表
者
全
議
二
夏
裕
（介
助
者
１
名
）、

“
総
会
皇
顧
町
夫
妻
、
一真
咎
谷
働
者
１
名
）、
金
谷
、

飯
岡
②

千
葉
県
支
部
感
謝
状
贈
呈
者
‥
石
井
正
彦
氏

企
訓
支
部

長
）

③
主
主
議
題

①
閣
年
度
事
芸
毬
一口
＆
収
支
決
算
報
〓口
＆
監
査
報
告

②
脚
年
度
事
業
計
画
＆
収
支
予
算

③
退
任
理
事
・伊
藤
満
氏
、
飯
塚
智
広
氏
、
白
川
長
廣
氏
、

市
川
博
氏

（↓
顧
間
を
依
頼
し
、
検
討
す
る
と
の
こ
と
）

④
新
任
理
事

‥
安
藤
信
哉
氏
、
角
谷
進
氏
、
仲
根
健
作
氏

⑤
来
年
度
開
催
支
部

‥
岡
山
県
支
部

（平
成
２８
年
６
月
４
日
～
６
日
）

⑥
大
褒

理
〒
・滋
賀
県
、
沖
縄
県
、
山
形
県
の
３
支
部
が

モ
デ
ル
錦
壼
鴨

ス
マ
イ
ル
チ
エ
ア
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
も
ア
ピ

‐‐
ル
。

↓
大
議
払製
ム
で
は
Ｎ
Ｐ
ｏ
法
人
と
し
て
活
動
資
金
を
得
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
魅
力
的
な
話
で
千
葉
県
支
部
も
議
論

す
る
余
地
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
常
駐
職
員
の
賃
金
負
担

等
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

医
マ後
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１
．
一第
４
回
食
事
会
に
つ
い
て

（Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ラ
ン
チ
会
）

７
月
２６
日

（日
）
ホ
テ
ル
日
航
成
田

本
館
Ｆ

／
中
国
料

理
　
「桃
季
」

〒

２

８

６

‐
０

１
０

６

千
葉
県
成
田
市
取
香
５
０
０

Ｔ

Ｅ

Ｌ

‥

０

４

７

６

１
３

２

‐
０

０

３

２

受
付

‥
１１
時
半

　

食
事
会
ス
タ
ー
ト
‥
１２
時

会
一質
…
３
，
０
０
０
円

申
し
込
み
締
め
切
り
　
７
月
η
日
　
飯
岡
ま
で

参
加
予
定
者

‥
進
藤
、
中
澤
、
一員
田
、
露
崎
夫
妻
、
千
葉

夫
妻
、
若
林
、
石
井
、
金
谷
、
飯
岡

駐
車
場
誘
導
係

‥
金
谷

担
当
役
割
　
受
付

‥
進
藤
、
中
澤

進
行

‥
進
藤
、
中
澤

官書
テ
・特
に
担
当
を
決
め
ず
、
皆
で
撮
っ
た
写
真
を
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
ＵＰ
す
る

‐2‐



1977年 1,日 3日 筆 3種華K標物記可  SSKP香掲ニュース 香損ちば 2015年 8月 6日発行 涌巻第 6096暑

詳
細
に
つ
い
て
は
脊
損
ち
ば

二
判
号
参
照

２
　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

６
月

‥
６
月
２５

日

（木
）
テ
ー
マ

「福
祉
サ
ト
ビ
ス
」

参
加
者

‥
若
林

７
月

ウ
月
２３

日

（木
）
テ
ー
マ
未
定

参
加
者

‥
若
林
、
深
井

３
．
第
２３
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会

◎
日
程

‥
９
月
６
日
ま
た
は
９
月
１３

日

◎
場
所

―
マ
ザ
ー
牧
場

◎
交
渉

‥
利
用
経
験
の
あ
る
石
井
氏
が
ま
ず
は
先
方
に
確

認
、
若
林
氏
が
引
き
継
い
で
先
方
と
交
渉
の
上
詳
細
を
決

定
す
る

案
内
は
脊
損
ち
ば
１
１
８
号
に
掲
載
す
る

４
．
第
３
回
み
ん
な
の
音
楽
会

◎
日
程

‥
＝
月
２２
日
ま
た
は
１１
月
２９

日

◎
場
所

…
千
葉
リ
ハ
ホ
ー
ル

◎
交
渉

‥
こ
れ
ま
で
２
回
実
行
夭書
員
長
を
務
め
た
露
崎
氏

が
千
葉
リ
ハ
と
演
奏
バ
ン
ド
と
の
交
渉
を
行
う

飯
岡
が
共
同
募
金
の
助
成
申
請
、
協
力
企
業
募
集
の
依
頼

状
送
付
を
行
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
１
９
月
末
ま
で
に
開
催
内
容
を
決
定

（早

く
決
諜
れ
ば
そ
の
分
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
前
倒
し
）

１０
月
２０

日
頃
ま
で
に
協
力
企
業
を
募
集

父
ム報
発
送
先

に
協
力
の
依
頼
を
送
付

‥
担
当

飯
岡
）

１０
月
下
旬
チ
ラ
シ
作
製

（印
得
菖
ス
ム
で
各
自
に
配
布
）

「
月
申
旬
当
日
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
作
成

案
内
は
脊
損
ち
ば
１
１
９
号
に
掲
載
す
る

５
　
会
報
１
１
８
号
を
発
行
に
つ
い
て

（印
発
送
予
定
）

的
原
稿
作
成
担
当

日
全
国
総
会
大
阪
府
大
会
報
告

‥
露
崎
、
若
林

・
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
報
告

‥
千
葉

口
支
部
ビ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

‥
千
葉

・
「Ｍ
ｖＪ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
ｖ
ｏ
１
　
１７
」
‥
進
藤
¨

・
「子
育
て
日
記
～
シ
ン
マ
イ
父
さ
ん
が
行
く
×
２

ｖ
ｏ
‐
　
‐６
≒
圭
婿

・
第
２３
ｍ
県
ハ
‐
ベ
キ
ュ
ー
尽
食
会
案
内

（９
月
Ｙ

千
葉

②
原
稿
締
切
か
欠ヽ
ム報
納
品
ま
で
の
流
れ

◎
原
稿
〆
切
＝
瑠

◎
編
集

於
了
＝
脚

印
刷
堡

粗
＝
昭

◎
会
報
納
品
＝
明

◎
編
集
終
了
後
、
メ
ー
ル
に
て
直
接
印
刷
所
に
送
る

担
当

―
千
葉

６
　
そ
の
他

的

フ
ジ
オ
ー
ト
無
料
点
検
＆
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

◎
日
程
‐
１２
月
６
日
の
脊
損
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会
に
併
せ
て

実
施
を
調
整
す
る

◎
場
所

―
千
葉
リ
ハ
駐
車
場

◎
内
容

‥
脊
損
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会
当
日
、
フ
ジ
オ
ー
ト
社

製
手
動
装
置
の
無
料
点
検
を
実
施
し
、
同
時
に
支
部
役
員

の
自
動
車
を
展
示
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
対
し
自
動
車

運
転
や
移
動
の
話
題
を
中
心
に
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
行
２ヽ

ま
た
、
改
造
の
費
用
や
方
法
に
つ
い
て
業
者
に
よ
る
相
談

会
も
実
施
す
る
。

◎
交
渉

‥
フ
ジ
オ
ー
ト
代
理
店
の
ア
ス
ト
ロ
と
の
調
整
を

露
崎
氏
が
行
う

千
葉
リ
ハ
脊
損
講
習
会
実
行
委
員
会
と
の
調
整
看
飯
岡
が

行
う
◎
次
回
役
員

平
成
２７
年
８
月
９
日

（日
）
鰤

１０
時
～

サ
ン
ハ
ー
ト
　
χ
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
ル
ー
ム

△
至
整
副
に
脊
損
ち
ば
１
１
８
号
の
発
送
準
備
を
行
う

※
支
部
役
員
は
で
き
る
限
り
出
席
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

事
前
に
予
定
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

お気軽にご相談ください

く販売と修理〉

腕山石商会

山武郡横芝光町長倉1308

翡護用晶全般0‐車もヽす》

国産車から外車無
f―l"トカーtt

T289囀1512

山武市松尾町八日2399-7
TEL(0479)82-2228
FAX(0479)82-8299

‐
3‐

TEL(0479).82-2236
FAX(0479)82-2246
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谷
薔
法金
霧
襲
磐
聾
墨

第十四回機会大阪府大会に一加して

副
支
部
長
　
若
林
　
武

６
月
５
日
か
ら
２
日
間
、
第
１４
回
総
会
大
阪
府
大
会
が

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

・
ビ
ツ
グ
ア
イ
（大
阪
府
堺

一じ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
支
部
か
ら
は
、
飯
岡
支
部
長
、
露
崎
副
支
部
長

（フ
ア
ミ
リ
ー
で
参
加
）、
金
谷
さ
ん
、
若
林
が
参
加
し
ま

し
た
。
開
催
地
が
大
阪
と
遠
方
で
し
た
が
、
皆
自
家
用
車

で
参
加
し
ま
し
た
（気
合
い
入
つ
て
ま
す
♪
）。

初
日
は
事
前
調
整
会
議
で
、
若
林
が
参
加
し
ま
し
た
。

翌
日
の
総
会
で
何
を
話
し
合
う
か
の
意
見
交
換
で
し
た
が
、

若
林
は
初
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
サ
ツ
パ
リ
わ
か
ら

ず

「？
？
？
」
ば
か
り
が
頭
の
中
を
飛
び
交
う
状
況
で
し

た
倉
δ

翌
日
は
飯
岡
支
部
長
、
露
崎
フ
ア
ミ
リ
ー
、
金
谷
さ
ん

が
無
事
に
到
着
し
て
ひ
と
安
心
♪
千
葉
県
支
部
は
、
露
崎

家
の
可
愛
い
サ
ポ
ー
タ
ー
（し
づ
く
ち
ゃ
ん
、く
る
み
ち
や

ん
）を
含
む
と
平
均
年
齢
は
ぐ
っ
と
若
く
、
そ
し
て
人
数
も

多
く
か
な
り
目
立
つ
て
い
ま
し
た
―

開
会
式
の
後
に
、
各
県
支
部
の
推
薦
功
労
者
と
し
て
我

ら
が
石
井
前
支
部
長
に
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
各
議
案
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
重

雪
ｃ
れ
、
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。

昼
食
を
済
ま
せ
、
午
後
か
ら
は
大
議
塾埋
蔦

沖
縄
県
支

部
、
滋
賀
県
支
部
、
曲
形
県
支
部
が
モ
デ
ル
報
告
を
し
ま

し
た
。
こ
の
３
支
部
の
活
動
を
他
支
部
も
真
似
が
出
来
る

か
と
言
っ
た
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
各
支
部
と
も
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
事
、

ま
た
資
金
繰
り
が
難
し
い
事
を
士星
両
に
訴
え
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
総
会
、
大
議
訟興
バ通
し

て
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
か
つ
た
で
す
。
各
支
部
も
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
が
、
千
葉
県
支

部
が
千
葉
リ
ハ
と
コ
ラ
ボ
し
て
や
っ
て
い
る
活
動
は
他
県

の
支
部
の
活
動
と
比
較
し
て
か
な
り
計
画
的
で
、
進
化
し

て
い
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
な
ん
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
個
別
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
多
い
と
い
う
の
が
他
県
支
部

の
特
徴
の
よ
う
で
す
が
、
千
葉
県
支
部
は
個
別
ピ
ア
、
集

団
ピ
ア
共
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。大
議
論
会
の
あ
と
は
、
懇
親
会
で
し
た
。

各
支
部
の
自
己
紹
介
な
ど
行
い
な
が
ら
終
始
和
や
か
な
ム

ー
ド
で
し
た
。
み
な
さ
ん
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
、
日
本
酒
を

け
っ
こ
う
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
千
葉
県
支
部
は
飲
む
よ

り
食
べ
る
―
・デ
ザ
ー
ト
の
プ
リ
ン
を
２
個
食
べ
た
メ
ン
バ

ー
も
ち
ら
ほ
ら
倉
ゐ

1■■●
=

鰊 辞|デ1摯

~・｀
17・
7摯 ヽ ― ぃ ¬

第 14回総会大阪府大会 (ビッグアイ)

壇上は、大鶴 」代表理事

轟グ■r●■
11

発言者は露崎副支部長

飯岡支部長 (左 )、 若林副支部長 (右)

懇親会

左から、若林副支部長 飯岡支部長 しづくちやん
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食
後
は
、
飯
岡
支
部
長
と
若
林
の

「し
ず
く
ち
や
ん
争

奪
戦
」
が
激
し
く
始
ま
り
ま
し
た
が
、
見
事
に
飯
岡
支
部

長
の
勝
利
で
す
…
悔
し
い
ま
ま
二
日
目
は
終
瓦

旦撃
終
日
は
、
朝
食
を
済
ま
せ
、
各
自
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
約
９
時
間
か
け
て
ホ
ー
ム
に
帰
つ
て
き
ま
し
た
「

初
め
て
の
総
会
参
加
で
し
た
が
、
各
支
部
の
み
な
さ
ん

が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ
に
課
題
を

持
っ
て
い
る
の
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
、
数
年

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
携
わ
つ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く

の
脊
髄
損
傷
の
方
達
が
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
が
で
き
る

場
所
い
安
心
し
て
退
院
後
の
生
活
に
移
行
で
き
る
よ
う
な

支
援
が
必
要
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
回
総
会
で
も
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
力
を
い
れ
て
い
く
と

話
し
合
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
千
葉
県
支
部
が
行
っ
て
い

る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
が
今
後
も
更
に
充
実
し
て
い
け
る

よ
う
に
働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

旦黎
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
会
場
と
な
っ
た
大
阪

府
堺
市
の
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

・
ビ
ツ
グ
ア
イ
で

す
が
、
こ
こ
は
ホ
テ
ル
か
ら
最
寄
り
の
泉
ヶ
丘
駅
ま
で
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
更
に
屋
根
が
あ
る
た
め
、

雨
に
濡
れ
ず
に
駅
に
併
設
さ
れ
て
い
る
商
店
街
、
一局
島
屋

に
行
け
る
の
で
大
変
便
利
で
し
た
。
千
葉
県
に
も
あ
れ
ば

便
利
だ
と
思
い
ま
し
た
。

左から、 飯岡支部長 若林副支部長 桝屋衆議院議員
大濱副代表理事 露崎副支部長

■
聾
蜀 ビッグアイ

銑 ・ 鐘

バI′アフI′―

顆

一， 一一．．一
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国
際
公
募
　
ア
ー
ト
未
来
展
で

「秀
作
」

を
受
賞
！

鎌
ヶ
谷
市
　
富
田
健

一

東
京
六
本
本
の
国
立
新
美
術
館
で
６
月

２４

日
～
７
月

６
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

「第

２０
回

国
際
公
募
ア
ー
ト
未

来
展
」
で
入
選
し
立
体
造
形
で

「秀
作
」
の
賞
を
戴
き
ま

し
た
。

私
の
作
品
は
家
業
で
あ
る
屋
根
工
事
に
使
用
す
る
瓦
を
使

つ
た
作
品
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
産
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
瓦
を
加
工

し
モ
ザ
イ
ク
貼
り
に
し
た
作
品
で
す
。
作
品
名

「三
分
さ

れ
た
形
」
６０
×
８０
×
６０
　
製
作
期
間
は
１
日
３
時
間
か

ら
４
時
間
で
だ
い
た
い
２０
日
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

私
は
２
０
０
８
年
に
高
所
か
ら
の
転
落
で
胸
椎
１０
番
、
腰

椎
４
・
５
番
を
損
傷
し
左
下
腿
も
切
断
し
て
い
ま
す
。
怪

我
を
す
る
２０
年
前
か
ら
瓦
を
使
っ
た
立
体
造
形
物
の
制

作
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
高
さ
も
２
ｍ
は
あ
る
ほ
ど
の
大
き
な
作
品
を
造

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
怪
我
を
し
て
車
椅
子
生
活
に
な
っ

て
か
ら
は
、
重
た
い
も
の
は
持
ち
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
じ
座

つ
た
状
態
で
加
工
し
て
造
る
の
は
と
て
も
大
変
で
、
ど
う

し
て
も
小
ぶ
り
な
作
品
か
、
い
く
つ
か
に
分
割
し
て
会
場

で
組
み
立
て
る
作
品
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

車
い
す
生
活
に
な
つ
た
当
初
は
三
度
と
作
品
は
作
れ
な
い

と
思
つ
て
い
ま
し
た
が
、
２
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
造
形
仲
間

に

「そ
ろ
そ
ろ
造
つ
て
み
な
い
か
」
と
勧
め
ら
れ
、
自
宅

の
一
間
を
ア
ト
リ
エ
に
し
て
小
さ
い
作
品
か
ら
制
作
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
に
は
同
展
覧
会
で
新
人
賞
を

戴
き
今
回
の
秀
作
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

会
期
中
、
多
く
の
友
達
や
車
い
す
の
仲
間
も
遠
く
か
ら

作
品
を
観
に
来
て
い
た
だ
き
、
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
，ュ

）ざ
い
ま
し
た
。

作
品
の
搬
入
や
展
示
、
搬
出
の
と
き
は
仲
間
に
手
を
借
り

て
い
ま
す
が
、
今
は
車
い
す
に
な
っ
て
も
“
で
き
る

。
造

れ
る
”
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

国立新美術館

「三分された形」60× 80× 60

左から佐野さん、高橋さん、富田さん、杉本さん、細野さん
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私
こ
故
壼
募
曇
比
二
〓
裏
ヨ
比
こ
の
出
会
い

千
葉
市
・
金
谷
喜
三
郎

私
は
昭
和
４６
年
、
市
原
市
八
幡
海
岸
通
り
に
あ
る
総

〈
口
化
学
メ
ー
カ
ー
の
千
葉
工
場
に
就
職
し
ま
し
た
。

入
社
２
年
目
に
工
場
の
爆
発
事
故
に
あ
い
、
顔
の
右
半

分
を
焼
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
国
一
互
―
ス
で
「３
名
が

重
傷
ｏ…
」
と
流
れ
、
私
の
名
前
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

母
上
が
大
分
か
ら
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
毎
日
の
血
が
滲
み

出
る
ガ
ー
ゼ
交
換
が
厳
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
み
を
作
る

こ
と
に
成
功
。
一Ｃ
の
処
置
の
時
、
看
護
師
さ
ん
の
腰
に
し

が
み
つ
＜
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
「痛
い
の
我
慢
し
て

る
か
ら
許
す
」と
。

後
日
、
母
上
に
ス
ム社
か
ら
交
通
書
一貰
っ
た
↑
？
」
と
聞

い
た
ら
口
員
っ
て
な
い
よ
」
と
の
返
事
―
重
傷
と
の
知
ら

せ
が
あ
っ
た
子
供
の
と
こ
ろ
へ
来
な
い
親
が
居
る
で
し
ょ

う
か
。
〈
至
讐
ｃ
は
そ
ん
な
物
な
の
か
…
と
純
粋
無
垢
な
自

分
の
心
の
中
に
と
げ
が
刺
さ
っ
た
感
じ
に
な
り
大
袈
裟
に

言
え
ば
人
生
観
が
変
わ
り
ま
し
た
。
」忍
働
組
含
が
こ
の
事

を
取
り
上
げ
会
社
も
す
払
い
に
応
じ
ま
し
た
。

あ
る
日
、
〈奔
社
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
あ
り
１

塁
走
者
と
１
塁
手
が
衝
突
し

一
人
が
頚
椎
損
傷
で
寝
た

き
り
に
。
春
闘
に
合
わ
せ
て
会
社
が
や
ら
せ
た
お
楽
し

み
を
先
頭
を
切
っ
て
参
加
し
た
人
な
の
で
「仕
方
な
い
よ

な
」
と
の
気
持
ち
で
し
た
。
で
も
、
こ
れ
っ
て
業
務
上
だ
か

ら
〕履
ｘ
じ
や
な
い
の
か
―
と
の
声
が
上
が
り
、自
分
の
間

題
を
取
り
組
ん
で
＜
れ
た
仲
間
に
加
わ
り
社
宅
の
戸
別

訪
間
等
を
行
い
「毎
日
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、〈
ヱ
反

は
う
ち
の
人
が
―
と
毎
日
心
配
し
て
い
る
」
等
の
多
＜
の

声
を
組
合
に
上
げ
、仕雪
季
‐級
の
〕羅
発
雪
桂
ｃ
ヨ
習
）子
が

就
職
す
る
ま
で
賃
金
を
補
償
す
る
」
と
の
成
果
を
得
ま
し

た
。私
は
青
年
部
命
雪
テ
‘５
０
者
程
）の
役
一自
Ｅ
当
選
し
組

含
活
動
に
傾
斜
し
て
い
き
ま
し
た
。一受
傷
し
た
人
島
さ
ん

は
市
原
市
辰
巳
台
に
あ
る
労
災
病
院
で
寝
た
き
り
の
生

活
を
送
っ
て
居
ま
し
た
。
そ
こ
に
様
子
見
が
て
ら
の
お
見

舞
い
に
通
っ
て
い
る
う
ち
に
士
塁
勇
さ
ん
と
均
君
に
出
会

い
、そ
れ
以
来
の
お
付
き
含
い
に
な
っ
た
訳
で
す
。

一土
墓
勇
さ
ん
は
親
分
肌
の
人
で
病
院
の
付
さ
添
い
の
人

の
人
数
や
看
護
師
の
定
数
問
題
な
ど
提
起
し
、事
務
長
と

の
交
渉
な
ど
も
均
君
と
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
会
社
に
嫌
わ
れ
大
分
工
場
へ
の
転
勤
〈哭
「
、し
か

し
不
当
労
働
行
為
と
訴
え
て
解
屋
さ
れ
、
以
来
１５
年
間

の
裁
判
闘
争
の
生
活
で
し
た
。
当
時
は
脊
損
友
の
会
だ
っ

た
か
な
。
お
金
は
な
い
け
ど
時
間
は
あ
る
生
活
で
し
た

か
ら
千
葉
勇
氏
に
付
さ
含
い
、
一
番
遠
い
と
こ
ろ
で
は
長

崎
の
全
国
大
会
に
も
行
き
ま
し
た
。
一Ｃ
の
時
は
均
君
の
実

家
に
も
史可
う
せ
て
頂
い
た
な
あ
…
…

こ
の
頃
、均
君
の
病
室
を
覗
き
込
む
看
護
学
生
が
居
ま

し
た
。
い
ま
の
均
君
の
奥
さ
ん
で
し
た
。
彼
女
は
卒
業
し

て
鬼
怒
川
の
）履
ｘ
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
だ

均
君
は
車
の
免
許
を
持
つ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、私
の
運
転

で
会
い
に
行
っ
た
事
も
つ
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

私
が
結
婚
し
、女
房
の
実
家
の
稼
業
に
付
い
た
の
で
自

由
が
利
が
な
＜
な
り
、数
年
間
手
助
け
が
出
来
な
＜
な
り

申
し
訳
な
＜
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、均
君

か
ら
署
狸
朱
ムに
来
な
い
？
」と
の
誘
い
。
ど
ん
な
顔
し
て

行
け
ば
い
い
ん
だ
と
思
い
な
が
ら
重
い
足
を
運
び
な
が

ら
会
場
へ
。
壺署
円
の
中
内
さ
ん
は
じ
め
皆
さ
ん
、昨
日
も

会
っ
た
み
た
い
に
「よ
っ
―
」
と

一
言
。
何
の
ふ
配
も
要
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
い
い
人
た
ち
の
集
ま
り
だ
な
と

３
更
な
が
ら
に
・・・・…

私
に
は
力
も
な
＜
何
が
出
来
る
訳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、出
来
る
事
は
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

無
理
は
し
ま
せ
ん
。
自
分
の
生
活
が
優
年
で
す
。

先
の
大
阪
大
会
の
と
き
飯
岡
芝
部
長
に

一
緒
に
行
っ
て

＜
れ
ま
せ
ん
か
と
頼
ま
れ
た
と
き
「お
姫
様
抱
⊇
」
み
た

い
な
こ
と
は
出
采
な
い
よ
」
と
念
を
押
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
の
出
来
る
範
囲
の
事
で
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
、宣
じ
＜
お
願
い
致
し

ま
す
。
一Ｃ
の
原
稿
を
書
い
て
る
中
で
、
何
度
か
涙
が
出
て

き
ま
し
た
。歳
の
せ
い
か
な
ぁ
・・…
（完
）

皇
重
墨
賃
益
拠
出
霊
栗

倉
墨
長
険
粟
爺
茂
）

平
成
２７
年
度
千
葉
県
支
部

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
報
告

■
テ
ー
マ
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

■
参
加
者

Ａ
様
ヽ
Ｕ
様
、
Ｅ
体

Ｉ
様
、
Ｓ
様
、
Ｕ
様
、

Ｍ
様
、
Ｋ
様
、
Ｗ
様
　
・・
退
院
後
Ｏ
Ｂ
（Ｋ
様
、
Ｋ
様
、
こ
毬

■
連
〈
只
本
若
林
様
、
深
井
様

■
ス
タ
ッ
フ

Ｓ
Ｗ
会
澤
／
上
賢

Ｐ
Ｔ
佐
藤
仁
／／
佐
藤
大
／

実
習
生
１
名
、
Ｐ
ｓ
Ｔ
斯
波
／／
小
菅
ヽ
Ｎ
ｒ
ｓ
佐
藤

■
内
容

Ｓ
Ｗ
会
澤
さ
ん
か
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
、
連
〈
泉
ムの
方
に
経
験
談
を
お
話
し
て
頂
く
。

‐
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全
員
が
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
連
合

会
の
方
か
ら
は
、
実
際
の
ご
経
験
を
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
福
祉
制
度
の
大
枠
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
原
因

が
事
故
の
場
〈ヽ

①
通
勤
中
／
勤
務
中
に
つ
い
て
は
労
災
の

対
象
、
②
交
通
事
故
の
グ
（口は
棟
害
補
償
、
③
そ
の
他
の
事

故
の
場
合
は
介
護
保
険
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
原
因
が
ご
病
気
の
場
合
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
使

え
る
制
度
が
変
わ
り
、
６５
歳
以
上
は
介
護
保
険
、
４０
～

６５
歳
ま
で
で
特
定
疾
患
の
場
合
は
介
護
保
険
、
特
定
疾
患

外
の
場
合
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。
４０
歳
以

下
盤
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

（制
度
に
は
優
先
順
位
が
あ
り
、
）万
災
↓
介
護
↓
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
順
で
使
う
そ
う
で
す
。
）

続
い
て
、
介
護
保
険
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
鱚
堅
］手
帳
）

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
は
、
①
役
所
の
窓
口
で
申
請
②

要
介
護
認
定
（訪
問
、
主
治
医
の
意
見
書
）③
結
果
通
知
④

ケ
ア
マ
ネ
に
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
作
成
を
依
頼
⑤
契
約
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
開
始
、
と
い
つ
流
れ
が
あ
り
、
介
護
認
定
を
受
け

て
結
果
が
出
る
ま
で
に
３０
日
ほ
ど
か
か
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
口界
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
①
レ
ン
タ
ル
（車
椅
子
、

ベ
ツ
ド
、
歩
行
器
な
ど
）、
②
購
入
補
助
（水
回
り
の
も
の
、
１

割
負
担
で
上
限
１０
万
円
、
年
度
が
」と
に
更
新
）、
③
住
宅
改

修
助
成
（手
す
り
、
段
差
解
消
な
ど
１
割
負
担
で
上
限
２０
万

円
）、
④
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
（ヘル
パ
ー
、
訪
問
看
護
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）が
あ
る
よ
う
で
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（手
帳
）に
つ
い
て
は
、
患
者
さ
ん
の

状
態
に
よ
つ
て
申
請
の
時
期
が
異
な
り
、
不
全
麻
痺
の
方
は

受
傷
／
発
症
か
ら
６
ヶ
月
経
過
し
た
あ
と
、
完
全
麻
痺
の

方
は
、
６
ヶ
月
以
内
で
も
申
請
で
き
る
よ
う
で
す
。
た
だ
し

あ
く
ま
で
原
則
で
、
個
人
差
が
あ
る
の
で
主
治
医
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
確
認
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
は
、
①
補
装
具
へ
の
給
付
、
日
常
生
活
用
具
への

給
付
つ
ン
タ
ル
は
な
し
）
、
②
税
金
の
減
免
、
交
通
費
／
医

療
費
助
成
、
③
介
護
給
付
（ホ
ー
ム
ヘル
パ
ー
）、
通
所
（デ
イ

サ
ー
ビ
乙
、
④
訓
練
等
給
付
（病
院
を
退
院
し
た
方
が
対
象
。

自
立
訓
練
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
、
機
能
維
持
の
リ
ハ
ビ
リ
。
就
労
移

行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
）な
ど
が
利
用
で
き
る
そ
う
で
す
。

使
え
る
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
筋
館
が
違
”２
や
等
級
に
よ
つ

て
違
う
の
で
、
要
確
認
で
す
。
連
合
会
の
方
か
ら
は
、
実
際

に
“移
動
支
援
”と
い
つ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
い
っ
お

話
を
頂
き
ま
し
た
。
家
族
が
付
き
添
え
な
い
時
に
、
ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
に

一
緒
に
移
動
し
て
も
ら
う
と
い
つ
も
の
で
す
。

車
椅
子
を
押
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
楽
だ
つ
た
、
助
か
っ
た

と
い
つ
こ
と
で
し
た
（利
用
は
公
共
交
通
機
関
や
タ
ク
シ
ー

の
み
）。
ま
た
今
回
は
、
年
金
に
関
す
る
情
報
提
供
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
障
害
年
金
（病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
障
害
を
負
つ
た
と

き
、
生
活
を
支
え
る
も
の
と
し
て
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
）や
労

災
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
要
件
が
あ

る
の
で
、
関
係
機
関
に
よ
く
確
認
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

症
状
固
定
し
て
か
ら
と
い
つ
要
件
も
あ
り
、
参
加
者
の
方

か
ら
“
固
定
し
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
？
”と
い
う
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
《
医
療
の
処
置
が
終
わ
っ
て
い
る
（症
状

が
安
定
し
て
い
る
）こ
と
が
前
提
。
労
災
年
金
に
関
し
て
は
１

年
半
ま
で
は
休
業
補
償
と
療
養
給
付
が
も
ら
え
る
》
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
会
の
方
か
ら
は
、
福
祉
の
制
度
は
自
分
か
ら
情
報

を
取
り
に
行
か
な
い
と
、
な
か
な
か
降
り
て
こ
な
い
の
で
、

積
極
的
に
聞
い
た
ほ
う
が
良
い
」と
、
地
域
の
障
害
福
祉
担

当
者
と
連
絡
を
と
る
こ
と
、
退
院
後
に
自
分
が
ど
ん
な
生

活
を
し
た
い
の
か
考
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
（特
に
住
宅
改
修
は
入
院
中
に
や
っ
て

お
い
た
ほ
う
が
い
い
そ
う
で
す
）。
具
体
的
な
ご
意
見
、
体
験

談
を
頂
き
、
入
院
中
の
方
々
も
次
の
生
活
を
見
据
え
る
き

再
生
医
療
最
新
・互
―
ス

つ
か
け
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・コ
ｐ
ｓ
細
胞
の
医
療
圧
用

２
０
３
〇
一辱
夢
で
Ω
新
目
標

京
都
本
写
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
（Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
＝
サ
イ
ラ
）は
、

２
０
１
０
年
４
月
に
開
設
さ
れ
、現
在
、約
３０
の
研
究
チ
ー

ム
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
基
礎
研
究
に
取

り
組
む
と
同
時
に
、
医
療
応
用
を
目
指
し
た
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
取
り
巻
＜
倫
理
的
、法

的
、
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
支
援
す
る
研
究
支
援
チ
ー
ム
も
含
め

る
と
、
総
勢
３２０
人
の
教
職
中目
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
使
命
で
あ

る
「・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
医
療
応
用
」を
実
現
す
る
た
め
に
研
究

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（人
工
多
能
性
幹
細
胞
）
は
、
私
の
研
究
チ

ー
ム
が
人
間
の
体
細
胞
に
少
数
の
因
子
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
人
工
的
に
開
発
し
た
幹
細
胞
で
す
。無
限
に
増

殖
す
る
能
力
と
体
の
全
て
の
細
胞
を
作
り
出
す
能
力
を

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「万
能
細
胞
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た
医
療
応
用
は
大
き

＜
二
つ
の
分
野
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら

体
の
様
々
な
細
胞
に
分
化
さ
せ
、患
者
さ
ん
に
移
植
す
る

再
生
医
療
で
す
。
も
う

一
つ
は
、
患
者
さ
ん
の
細
胞
か
ら

‐
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作
っ
た
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
細
胞
に
病
態
を
再
現
す
る
こ
と

に
よ
り
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、薬
を
開
発
す
る

創
薬
で
す
。

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
開
「藤
収
２
０
２
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
４
つ
の

目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
当
時
は
ｌ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
が
誕
生

し
て
日
が
浅
＜
、
医
療
応
用
の
実
現
に
は
多
＜
の
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず

１０
年
間
は
じ
っ
か
り
研
究

し
て
、・‐
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
言
う
新
し
い
技
術
の
見
極
め
を
し

よ
う
と
い
う
思
い
で
し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
教
職
員
の
頑
張
り

と
多
＜
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
一Ｃ
の
５
年
間
で

研
究
は
順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

＜
２
０
２
０
年
ま
で
の
初
期
目
標
＞

１
．
基
盤
技
術
の
確
立
と
知
的
財
産
の
確
保

２
．
医
療
用
Ｉ
Ｐ
ｓ
細
胞
ス
ト
ッ
ク
の
構
築

３
．
前
臨
床
試
験
か
ら
臨
床
試
験
ヘ

４
．
患
者
さ
ん
由
来
の
・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
治
療
薬
開

発
べ
の
言
爺
¨

ま
ず
１
．
の
目
標
に
つ
い
て
で
す
が
、安
全
な
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

作
製
の
技
術
を
ほ
ぼ
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、世
界
３０
ヵ

国
「
地
域
で
・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
技
術
の
基
本
特
許
も
取
得
し
て

い
ま
す
。
２
．
に
つ
い
て
は
、２
０
１
３
年
に
医
療
用
Ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
樹
立
を
開
始
し
、
現
在
、そ
の
・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
が
様
々

な
細
胞
に
分
化
す
る
能
力
に
つ
い
て
、外
部
の
研
究
者
に

評
価
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一Ｃ
れ
ら
の
結
果
を

も
っ
て
、
早
け
れ
ば
年
内
に
も
医
療
に
使
用
可
能
な
Ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
の
分
配
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

３
．
の
目
標
も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
昨
年
９
月
に

は
、
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
が
協
力
し
て
い
る
理
化
学
研
究
所
な
ど
が

加
齢
黄
斑
変
性
の
患
者
さ
ん
に
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
網
膜

色
素
上
皮
細
胞
を
移
植
し
、
世
界
初
の
・Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用

い
た
臨
床
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
で
は
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
や
血
液
疾
患
な
ど
前
臨
床
試
験
と
呼
ば
れ

る
動
物
実
験
で
治
療
法
の
安
全
性
を
確
認
し
、１
、２
年
以

内
に
少
数
の
患
者
さ
ん
を
対
象
と
す
る
臨
床
研
究
に
進

む
計
画
で
す
。
４
．
の
創
薬
研
究
に
つ
い
て
も
、軟
骨
無

形
成
症
に
対
し
て
、あ
る
既
存
薬
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と

を
動
物
実
験
レ
ベ
ル
で
確
認
し
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
既

存
薬
の
人
間
へ
の
応
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
鋭
意
研
究
を

進
め
、臨
床
研
究
に
入
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

再
生
医
療
は
政
府
か
ら
の
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、創
薬
研
究
を
進
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、

本
年
４
月
中
旬
に
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
と
包
括
的
な

共
同
研
究
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
一こ
れ
に
よ
っ
て
、
〈フ

後
１０
年
間
で
２００
億
円
の
研
究
費
が
武
田
薬
品
か
ら
拠
出

さ
れ
、
心
不
全
、糖
尿
病
、
神
経
疾
患
な
ど

１０
の
疾
患
研

究
プ
風
ソ
エ
ク
ト
を
共
同
で
実
施
し
ま
す
。
日
本
で
は
大

当
す
と
大
企
業
間
の
技
術
の
橋
渡
し
役
で
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
役
割
が
弱
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
「死
の

谷
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、ベ
ン
チ
ャ
ー
を
倉
さ
ず
大

企
業
と
直
接
連
携
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の

研
究
者
が
武
田
薬
品
の
湘
南
研
究
所
内
で
研
究
プ
ロ
ジ
エ

ク
ト
を
遂
行
す
る
と
い
う
二

一―
ク
な
試
み
で
、製
薬
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
面
的
に
活
用
で
き
る
新
し
い
産
学

連
携
モ
デ
ル
と
言
え
る
で
し
ょ
つ
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
取
り
組
み
に
は
リ
ス
ク
が
つ
き
も

の
で
す
が
、失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
内
外
の
他
の
企
業
と
の
連
携
も
積
極
的
に
促
進
し

ま
す
。

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
で
は
、２
０
２
０
年
ま
で
の
初
期
目
標
達
成
を

確
信
す
る
に
至
り
、こ
の
４
月
に
２
０
３
０
年
ま
で
の
長
期

目
標
を
新
た
に
掲
げ
ま
し
た
。

＜
Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ

Ｖ
ｉ
Ｏ
ｌ
ｏ
ｎ
２
０
３
０
‥
２
０
３
０
生
手
いで

の
新
目
標
＞

１
．
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
ス
ト
ッ
ク
を
柱
と
し
て
再
生
医
療
の
普

及２
．
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
よ
る
個
別
化
医
薬
の
実
現
と
難
病
の

国
楽
３
．
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
利
用
し
た
新
た
な
生
命
科
学
と
医
療

の
開
拓

４
．
日
本
［璽
呂
レ
ベ
ル
の
研
究
支
援
体
制
と
研
究
環
境
の

致
涯
偏１
つ
目
の
目
標
は
、
現
在
構
築
を
進
め
て
い
る
医
療
用

Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
ス
ト
ッ
ク
を
用
い
た
再
生
医
療
を

一
般
的
な

治
療
に
す
る
こ
と
で
す
。
予
め
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
―

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
て
、脊
髄
損
傷
な
ど
の
細
胞
移
植
治
療

を
迅
速
に
実
施
で
き
る
体
制
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
２
つ
め
の
目
標
で
は
、患
者
さ
ん
由
来
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
使
い
、細
胞
し
ベ
ル
で
あ
る
薬
が
そ
の
憲
者
さ
ん
に
効

＜
か
、効
が
な
い
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
活

用
し
、個
別
化
医
薬
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

稀
少
難
病
の
治
療
薬
開
発
も
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
３
つ

目
の
目
標
は
、
‐
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
ツ
ー
ル
（道
具
）と
し
て
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、が
ん
や
免
疫
、発
生
な
ど
の
生
命
現

象
を
よ
り
よ
＜
理
解
す
る
研
究
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
新
知
見
に
基
づ
＜
新
し
い
医
療
の
分
野
を

開
拓
し
て
い
き
ま
す
。

上
述
の
３
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
４
つ
め
の
目

標
で
あ
る
「研
究
支
援
体
制
と
研
究
環
境
の
充
実
」
が
不

可
欠
で
す
。
臨
床
応
用
を
実
現
す
る
に
は
、細
胞
培
養
や

安
全
性
評
価
を
行
う
技
術
者
、知
的
財
産
、
契
約
、規
制
、

広
報
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
研
究
支
援
者
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
教

職
］日
の
う
ち
約
９
割
が
数
年
間
の
有
期
雇
用
で
、
そ
の
大

半
が
研
究
支
援
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
を
長
期

間
に
亘
り
一屋
用
す
る
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
、Ｃ
Ｉ
Ｒ

‐
9‐
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Ａ
の
所
長
で
あ
る
私
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
研
究
所
は
多
額
の
公
的
な
競
争
的
資
金
や
企

業
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
た
研
究
資
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
期
限
付
き
か
つ
目
的
が
特
定
さ
れ

た
資
金
で
あ
る
た
め
、優
秀
な
研
究
者
や
研
究
支
援
者
を

長
期
間
に
一屋
用
す
る
に
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た

若
手
研
究
者
の
教
育
、
研
究
環
境
の
整
備
、特
許
係
争
へ
の

備
え
、未
来
医
療
開
拓
の
た
め
の
一盟
牙
的
研
究
の
す
援
な

ど
も
、国
や
企
業
か
ら
の
研
究
資
金
で
は
十
分
に
対
応
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「・‐
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
基
金
」
を
創
設
し
、

広
＜
ご
寄
付
を
呼
び
か
け
、財
源
を
確
保
し
よ
う
と
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
私
自

身
が
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
寄
付
募

集
を
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
研
究
環
境
の
充
実
や
研

究
支
援
者
の
安
定
雇
用
の
た
め
の
財
源
確
保
は
、
多
＜
の

大
学
が
抱
え
る
課
題
で
す
。
私
た
ち
は
基
金
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
研
究
活
動
に
も
市
民
か
ら
寄
付
が
集
ま
る
よ

う
な
寄
付
文
化
を
日
本
に
根
付
か
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
、様
々
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
、
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
「
Ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
医
療
応
用
」
に
向
け
た
研
究
を
加
速
し
、
一
日
も

早
＜
患
者
さ
ん
に
新
し
い
治
療
を
届
け
た
い
と
思
い
ま

す京
型̈
不
７
１
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所

，仕汁ｏ∽
＼̈＼〓〓ＥＦ
ｏ
一「ω・
く^
〇計０ｌ
Ｃ。
ωＯ。
」０

選
堅
口者
総
合
支
援
法
」
制
定
ま
で
の
経
緯
と
概
要
に
つ

い
て

（１
）
障
害
者
総
合
支
援
法
の
制
定
ま
で
の
経
緯

２
０
０
９
（平
成
四
）年
の
政
権
交
代
後
、障
害
者
制
度
の

集
中
的
な
改
革
を
行
う
た
め
に
、
同
年
１２
月
に
は
内
閣

総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「障
が
い
者
制
度
改
革
推
進

本
部
」が
内
閣
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
下
で
は
、

障
害
者
施
策
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
求

め
る
た
め
に
、臓壁
吾
当
事
者
や
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
事

業
に
従
事
す
る
者
及
び
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
る

「障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」が
開
催
さ
れ
、庭
堅
∞者

制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
〈
至
醐
で
は
、障
害
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
改

革
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
意
見
と
し
て
「障
害

者
制
度
改
革
の
推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
（第

一
次

意
見
と
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
意

見
を
踏
ま
え
、政
府
は
「障
害
者
制
度
改
革
の
推
進
の
た

め
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
」
を
、
２
０
４
０
（平
成

２２
）年
６
月
２９
日
に
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
閣
議
決
定
で
は
、
「応
益
負
担
を
原
則
と
す
る
現

行
の
障
害
者
自
立
支
援
法
を
廃
止
し
、制
度
の
谷
間
の
な

い
支
援
の
提
然

個
々
の
二
―
ズ
に
基
づ
い
た
地
域
生
活

支
援
体
系
の
整
備
等
を
自
谷
と
す
る
『堕
害
者
総
含
福
祉

法
宍
仮
称
）の
制
定
に
向
け
、第

一
次
意
見
に
沿
っ
て
必
要

な
検
討
を
行
い
、２
０
４
２
（平
成
２４
）
年
の
通
常
国
会
ヘ

の
法
案
提
出
と
、２
０
１
３
（平
成
２５
）
年
８
月
ま
で
の
施

行
を
目
指
す
。
」
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
障
害
者
総
合

福
祉
法
（仮
称
）に
つ
い
て
は
、２
０
１
０
（平
成
２２
）年
４

月
に
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
の
下
に
設
置
さ
れ

た
「障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
〈
至
歌
霊
口福
祉
部
会
穴
以

下
「総
含
福
祉
部
会
」
と
い
う
。
）に
お
い
て
、
新
法
制
足
ヘ

の
検
討
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

♂障がい者制度改革推進本部

内閣総理大臣を本部長とし

すべての国務大臣で構成。

1    ●障害者権示じ条約の締結に必要な
:     国内法の整備を始めとする我が国の
:華“ず   障害者lL係るtll度の集中的な改革を
,     行うため、閣議決定により設置。

凛    。当面5年間を障害者制度改革の集中
‐  期間と位置づけ、

|      ・改革推進に関する総合調整

:    |  ・改革推進の基本的な方針の実の作成及び推進

:      ・「障害」の表記の在り方に関する検討

:     等を行う。

♂総合福祉部会
障害者に係る歯」度の改革を始め、障害者

施策の推進に関する事項について意見。

障害者制度改革の推進体制

~I~~……
II・ ｀

文字をクリックすると各会議のホームページにリンクしま魂

♂障がい者制度改革推進会議

障害者、諄書者の福祉に関する事業に

従事する者、学識経験者等で構成。

‐
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総
〈
是
辮
鶴
雲
会
に
は
、２
０
１
１
（平
成
２３
）年
８
月
ま
で

に
掲
回
の
議
論
が
行
わ
れ
、
同
月
３０
日
に
「障
害
者
総
合

福
祉
法
の
骨
格
に
関
す
る
総
合
福
祉
部
会
の
提
百
一
新
法

の
製
足
を
目
指
し
て

一
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
間
に
、障
が
い
者
制

度
改
革
推
進
〈
至
電

の
議璽
型
寺
を
踏
ま
え
、嗜
奎
口の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
国
民
が
共
生
す
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、個
々
の
堕
冒
者
等
に
対
す
る
士Ｖ援
に
加
え

て
、地
域
社
会
で
の
共
生
や
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
始
め

と
し
た
基
本
原
則
を
定
め
る
こ
と
等
を
盛
り
込
ん
だ
、

「瞳
雲
署
基
本
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
２
０
１
１

（平
成
２３
）年
了
月
に
成
立
し
ま
し
た
。
総
含
福
祉
部
会
に

よ
る
提
言
や
改
正
障
害
者
昼
本
法
等
を
踏
ま
え
、厚
生
労

働
省
に
お
い
て
新
た
な
法
律
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、与
党

で
の
議
論
も
経
て
、２
０
１
２
（平
成
２４
×
甘
ｏ月
１３
日
に

「地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障

害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
」が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
日
国
会
へ
と

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
案
は
、一奎
謄
燿
に
お
い
て
政
府
案
に

一
部
修
正

が
加
え
ら
れ
た
の
ち
、［里
サ
■月
１８
日
に
衆
議
院
厚
生
労

働
番
ロ
バ
ムで
、同
２６
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、一奎
謄
鞣
Ｌ
の
修
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
、（）
障
害
程
度
区
分
を
障
害
支
援
区
分
に
見
直
す
こ
と
、

（）
壕
琶
貢
望
曇
心決
定
支
援
を
明
確
化
す
る
こ
と
、③
地

域
生
活
支
援
事
業
に
関
し
都
道
府
県
と
市
区
町
村
の
役

割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
等
で
し
た
。

そ
の
後
、日岸
祐
）月
１９
日
に
参
議
院
厚
生
〕冒
型
奮
ロ
バ
ム

で
、
翌
２０
日
に
参
議
院
本
〈
至
ぞ

そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
、

「地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障

害
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
、同
２７
日
に
一公
布
さ
れ
ま
し

た
。

②

膳
墨
口者
総
合
支
援
法
の
ポ
イ
ン
ト

２
０
「
２
（平
成
２４
）年
６
月
２７
日
に
公
布
さ
れ
た
「地
域

社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障
害
保

健
福
祉
施
策
を
請
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
穴
平
成
２４
年
法
律
第
馴
号
）に
よ
り
、従
来
の

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
「障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
穴
通
称
‥

障
害
者
総
含
支
援
法
）と
な
り
ま
し
た
。そ
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
）
目
面
Ψ
亘
牟
（
珈
大
思

目
的
規
定
に
お
い
て
、
「自
立
」
と
い
う
表
現
に
代
わ
り

「基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
個
人
と
し
て
の
尊
厳
」と
明

記
さ
れ
、に曙
重
泉
霊
口支
援
法
の
目
的
の
実
現
の
た
め
、

障
害
福
祉
サ
ト
ビ
ス
よ
る
支
援
に
加
え
て
、地
域
生
活
支

援
事
業
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
総
合
的
に
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、２
０
「
１
（平
成
２３
）年
７
月
に
成

立
し
た
障
害
者
基
本
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、新
た
な
基
本

理
念
が
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
す
。

∩
緩
重
異
吊
部
耐
の
見
直
し

障
害
者
日
立
支
援
法
で
は
、支
援
の
対
象
が
身
体
障
害

煮

知
鯉
蟹
署

、焙
輝
堕
〓
署

８
窪
暉
〓
署

を
（日
む
）

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、直彗
豆
凛
理
里
Ｖ穏
顎
で
は

一
定
の
難
病
の
患
者
が
対
象
と
し
て
加
え
ら
れ
ま
す
。

定
の
難
病
と
は
、
「難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
」の
対
象

で
あ
る
１
３
０
疾
患
と
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
難
病
の
患
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
補
助
金
事
業
と
し
て

一
部
の
市
区
田
村
で

の
実
施
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、嗜
望
異
然
理
□支
援

法
の
対
象
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、す
べ
て
の
市
区
町
村
で

の
実
施
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

①
遥
雲
夏
￥
西
区
分
へ
の
名
称
二
基
蒙
蛯
収
正

現
在
の
居
奎
ｏ程
度
区
分
」が
知
的
障
宝
Ｒ
発
達
障
宝
Ｒ

精
神
障
害
の
状
態
を
適
切
に
反
映
し
て
い
な
い
と
の
指

摘
を
踏
ま
え
、直壁
舌
の
多
様
な
特
性
そ
の
他
の
心
島
の
状

態
に
応
じ
て
必
一要
と
さ
れ
る
標
準
的
な
支
援
の
度
含
い

を
総
合
的
に
示
す
も
の
と
し
て
選
重
暑
進
曖区
分
」へ
と

改
正
さ
れ
ま
す
。

特
に
、知
的
障
害
及
び
精
理
堕
吾
に
つ
き
ま
し
て
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
判
定
２
次
判
定
）で
低
＜
判
定
さ
れ
る

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、新
法
で
は
区
分
の
制

定
に
あ
た
り
適
切
な
配
慮
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
請

ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
障
害
者
に
対
す
る
支
援
の
見
直
し

障
害
者
の
高
齢
化
・重
度
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
け
る
住
ま
い
の
場
の
確
保
の
観

点
か
ら
、
「共
同
生
活
倉
護
（ケ
ア
ホ
ー
ム
と
は
ヨ
（同
生

活
援
助
（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
に

一
元
化
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
新
た
な
支
援
形
態
と

し
ま
し
て
、外
部
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ車
度
訪
間
倉
護
」
及
び
「地
域
移
行
支
援
」
は
、そ
れ
ぞ

れ
利
用
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
重
度
訪
間
介
護
ほ
、こ

れ
ま
で
は
重
度
肢
体
不
自
由
者
が
対
象
の
サ
ト
ビ
ス
で

し
た
が
、新
た
に
重
度
の
知
的
障
害
者
及
び
精
神
障
害
者

も
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。
地
域
移
行
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、こ
れ
ま
で
は
施
設
に
入
所
し
て
い
る
堕
〓
口者
及
び

精
神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
精
神
障
害
者
が
対
象
の
サ

ー
ビ
ス
で
し
た
が
、
「地
域
に
お
け
る
生
活
に
移
行
す
る

た
め
に
重
点
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
者
」
も
対
象
に
追

‐
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加
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
具
体
的
な
範
囲
は
現
在
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
地
塑
聾
響
蓮
事
業
の
］】直
し

法
律
の
目
的
に
、地
域
生
活
支
援
事
業
に
よ
る
支
援
を

行
一コ
」
と
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、市
区
町
村
及

び
都
道
府
県
が
行
つ
地
域
生
活
支
援
事
業
の
必
須
事
業
に

新
た
な
事
業
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

市
区
町
村
が
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
の
必
須

事
業
と
し
て
は
、

・障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
啓
発

・障
害
者
や
そ
の
家
族
、地
域
住
民
等
が
自
発
的
に
行
う
活

動
に
対
す
る
支
援

上巾
民
後
見
人
等
の
人
材
の
育
球
活
用
を
図
る
た
め
の
研

修皇
曇
心疎
通
支
援
を
行
う
者
の
養
成
（手
話
奉
仕
昌
の
養
成

を
想
定
）

が
追
用
さ
れ
ま
す
。

都
道
府
県
が
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
の
必
須

事
業
と
し
て
は
、

生
思
思
疎
通
支
援
を
行
う
者
の
う
ち
、特
に
専
門
性
の
高
い

者
を
養
成
し
、ま
た
は
派
遣
す
る
事
業
（手
話
通
訳
者
、要

約
筆
記
貢

触
手
話
及
び
指
点
字
を
行
う
者
の
養
成
ま
た

は
派
遣
を
狙
こ

・意
思
疎
通
支
援
を
行
う
者
の
派
遣
に
係
る
市
区
田
村
相

互
間
の
連
絡
調
整
等
広
域
的
な
対
応
が
必
要
な
事
業

が
追
用
さ
れ
ま
す
。

⑥
サ
■
ビ
ス
基
盤
の
薫
鼎
製
差
胴

障
害
福
祉
計
画
に
必
ず
定
め
る
事
廼
ぼ
「サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
確
保
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項
」
と
「地
域

生
活
支
援
事
業
の
種
類
ご
と
の
実
施
に
関
す
る
事
項
」
を

加
え
る
ほ
か
、い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
そ
っ
て
障

害
福
祉
計
画
を
見
直
す
こ
と
を
規
定
す
る
等
、サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
の
規
定
が
設
け

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
立
支
援
協
議
会
の
名
称
に
つ
き
ま
し
て
も
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
当
事
者
や
家
族
の
参
画
が
法
律
上
に
明
記
さ
れ
ま

す
。
①
検
討
規
定

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
支
給
決
定
の
あ
り

方
等
幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
、法
律
の
施
行
後
３
年
を
目

途
に
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置

を
請
ず
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

・常
時
介
護
を
要
す
る
障
害
者
等
に
対
す
る
支
援
、障
害

者
等
の
移
動
の
支
援
、障
害
者
の
就
労
の
支
援
そ
の
他
の

障
害
福
祉
サ
ト
ビ
ス
の
あ
り
方

・障
害
支
援
区
分
の
認
定
を
含
め
た
す
給
浜
〓足
の
あ
り
方

・障
害
者
の
意
思
決
定
支
援
の
あ
り
方

・障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
観
点
か
ら
の
成
年
後
見

制
度
の
利
用
促
進
の
あ
り
方

・手
話
通
訳
等
を
行
つ
者
の
派
遣
そ
の
他
の
聴
資
雲
一塁
題
悩

能
、立
里
屁
邸
託
そ
の
他
の
障
害
の
た
め
意
思
疎
通
を
図
る

こ
と
に
支
障
が
あ
る
障
害
者
等
に
対
す
る
支
援
の
あ
り

方・精
神
障
害
者
及
び
高
齢
の
障
害
者
に
対
す
る
支
援
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
検
討
に

当
た
っ
て
は
、
障
害
者
等
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係

者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
請
ず

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一Ｃ
の
障
害
者
総
含
支
援
法
へ
の
改
正
は
２
段
階

で
施
行
さ
れ
ま
す
。
上
記
の
う
ち
、（）
②
⑤
⑤
⑦
が
２
０

１
３
（平
成
２５
）年
４
月
「
日
か
ら
、③
④
が
２
０
１
４
（平

成
２６
Ｙ
年
４
月
１
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
ま
す
。

鵞〇めのSO支部からのお知らせ⑪%〇鰺0%

◎新入会員の紹介

会員No 293 大石実歩様 (つくば市)

◎寄付をいただいた方

飯岡秀之様

◎はがき口切手寄贈者

忍司様

◎7月エネオス価格 (税込み)

ハイオク 147円
レギュラー 136円

軽油 111円

‐12‐
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地域社会における共生の実現に向けて
新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の概要

(平成24年 6月 20日 威ユ・同年6月 27日 公布 )

1.題旨

障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて、地域社会における共生の実現に向けて、

障害福祉サービスの充実等障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するため、新たな

障害保健福祉施策を講ずるものとする。

2.概要

1題名
r障 害者自立支援法■を「障害者の日常生活

及び社会生活を総合的に支援するための法

律 (障害者総合支援法)1とする。

2基 本理念
法に基づく日常生活・社会生活の支援が、共

生社会を実現するため、社会参加の機会の

確保及び地域社会における共生、社会的

障壁の除去に資するよう、総合的かつ計画

的に行われることを法律の基本理念として

新たに掲げる。

3障 審者の範囲 (障害児の範目も綺棟に対応。)
r制度の谷間Jを埋めるべく、障害者の範囲

に難病等を加える。

4障 書支援区分の創設
F障害程度区分 ]について、障害の多様な特性

その他の心身の状態に応じて必要とされる

標準的な支援の度合いを総合的に示す「障害

支援区分Jに改める。

X臓書支援区分の認定が知的饉書者 賄絆目讐
者の特性に応して|テわれるよう、区分の制定に

当たつては題切な配凛写を行う。

5障警者に対する支援
① 重度訪問介護の対象拡大(重度の肢体不自

由者等であって常時介護を要する障害者と

して厚生労働省令で定めるものとする)

② 共同生活介護(ケアホーム)の共同生活援助

“

″レープホーム)への一元化

0地域移行支援の対象拡大(4LI域における生活
に移行するため重点麟 支援を必要とする者

であって厚生労働省令で定めるものを加える)

C41地域生活支援事業の追加 (障害者に対する

理解を深めるための研修や啓発を行う事業、

意思疎通支援を行う者を養成する事業等)

6サービス基盤の計画的整備
〇 障害福祉,一ビス等の提供体制の確保に係
る目標に関する事項及び地域生活支援事業

の実施に関する事項についての障害福祉計

画の策定

② 基本指針・障害福祉計画に関する定期的な

検瓢と見直しを法定化

③ 市河村は障害福祉計画を作成するに当たっ

て、障害者等のこ―ズ把握等を行うことを努

力義務イヒ

④ 自立支援協議会の名称について、地域の実

情に応して定められるよう弾力化するととも

に、当事者や家族の参画を明確化

3.施行期日

平成25年 4月 1日 (ただし、4及び5①～〇については、平成26年 4月 1日 )

4.検 計

"見

定 (障害者鮨策を級臓的に雛じるため、法の施行機 3年 を目途として、以下について検討)

① 常時介護を要する障害者等に対する支援、障害者等の移動の支援、障害者の就労の支援その他の

障害福祉サービスの在り方

② 障害支援区分の認定を合めた支給決定の在り方

③ 障害者の意思決定支援の在り方、障害福祉サービスの春1用 の観点からの成年後見制度の利用促進

の在り方

④ 手話通訳等を行う者の派遣その他の聴覚、言語機能、音声機能その他の障害のため意思疎通を図

ることに支障がある障害者等に対する支援の在り方

③ 精神障害者及び再齢の障害者に対する支援の在り方

X上記の検討に当たって
'ま

、種雷者やその家族その他の関係者の意見を反映させる措置を目する。

２
０
０
６
（平
成
１８
）年
１２
月
の
国
連
総
会
本
〈至
醐
で

採
択
さ
れ
た
罹
奎
塁
］の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
は
、
２
０

０
８
（平
成
２０
）年
５
月
に
発
効
し
て
い
ま
す
。
一Ｃ
の
条
約

は
、障
害
者
へ
の
差
別
禁
止
や
障
害
者
の
尊
厳
と
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
国
際
人
権
法
に
基
づ
＜

人
権
条
約
で
あ
り
、２
０
１
３
（平
成
２５
洋
百
月
現
在
で
、

す
で
に
世
界
１
３
３
か
国
が
批
准
し
て
い
ま
す
。
（※
）

政
府
は
、
２
０
０
了
（平
成
１９
）年
９
月
に
同
条
約
に
署
名

し
２
０
０
９
（平
成
２‐
）年
１２
月
に
は
、
同
条
約
の
締
結
に

必
要
な
国
内
法
の
整
備
を
始
め
と
す
る
障
害
者
制
度
の

集
中
的
な
改
革
を
行
う
た
め
に
、
内
閣
に
「障
が
い
者
制

度
改
革
推
進
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
本
部

は
、直曇
舌
者
施
策
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
意
見

を
求
め
る
た
め
、障
害
当
事
者
、嵩墓
酬経
験
者
等
か
ら
な

る
「障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
宍
以
下
「推
進
〈
至
愛

と
い
う
。
）が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

推
進
〈
至
ぞ

は
、２
０
１
０
（平
成
２２
）年
１
月
か
ら
計

‐４
回
に
わ
た
り
議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え

て
政
府
で
は
、
同
年
６
月
２９
日
に
「障
害
者
制
度
改
革
の

推
進
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
」
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
一し
の
中
で
、障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁

止
等
を
検
討
し
、
２
０
１
３
（一半
成
２５
）年
の
通
常
国
会
ヘ

の
法
案
提
出
を
め
ざ
す
こ
と
と
さ
れ
た
の
を
受
け
、新
し

い
法
制
の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
効
果
的
に
行
う
た
め

に
、２
０
１
０
（平
成
２２
）年
＝
月
か
ら
は
推
進
会
議
の
下

で
「差
別
禁
上
部
会
」が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。差
別
禁
止
部
会
で
は
、
「障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

禁
止
に
関
す
る
法
制
穴
以
下
「差
別
禁
止
法
」
と
い
う
。
）

の
制
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
諸
外
国
の
法

制
度
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
始
ま
り
、差
別
禁
止
法

の
必
要
性
、差
別
の
捉
え
方
や
そ
の
類
型
と
い
っ
た
総
論

的
な
議
論
を
踏
ま
え
、一屋
用
静
僻
男
、
司
法
手
続
、
選
挙
、
公

共
的
施
設
及
び
交
通
施
設
の
利
用
、情
報
、教
育
、
日
常
生

活
（商
品
、役
務
、
不
動
産
）、
医
療
の
各
分
野
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
、
２
０
１
２
（一半
成
２４
）年
３
月
に
は
論
点
の
中
間

整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
欠
格
事
由
、虐曝
一口女
性
等
の

残
さ
れ
た
課
題
や
差
別
を
受
け
た
場
合
の
紛
争
解
決
の

仕
組
み
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
同
年
６
月
か
ら

は
部
会
の
意
見
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
た
議
論
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年
了
月
に
は
、
「障
害
者
基
本

法
」
の
改
正
に
基
づ
き
、
推
進
会
議
の
機
能
を
発
展
的
に

引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
堕
害
者
政
策
委
員
会
（以
下
「政

策
委
員
会
」
と
い
う
。
）が
発
足
し
た
こ
と
か
ら
、
差
別
禁

止
法
の
あ
り
方
の
検
討
の
場
も
推
進
会
議
か
ら
政
策
委

昌
バ
ムヘ
と
移
さ
れ
ま
し
た
。

政
策
委
員
会
の
下
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
差
別
禁
止

部
会
で
は
、推
進
会
議
の
下
で
開
催
さ
れ
て
き
た
差
別
禁

止
部
会
に
お
け
る
２‐
回
に
わ
た
る
議
論
も
踏
ま
え
て
、

同
年
了
月
か
ら
４
回
の
議
論
を
行
い
、
同
年
９
月
１４
日
に

差
別
禁
止
部
会
と
し
て
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
、政
府
で
は
「障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
を
作
成
し
、

同
法
案
は
２
０
４
３
（平
成
２５
）年
４
月
２６
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
、第
１
８
３
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、５
月
２９
日
に
衆
議
院
内
閣
奮
果
票

、ヽ同
釧
日
に

衆
議
院
本
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
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い      に      い      に
て お て お
可   い   可   い
決   て   決   て

可       可
決       決

６
月
１８
日
に
参
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
翌
１９
日
に
参
議

院
本
会
議
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
、
原
案
の
ま
ま
「障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（通
称
‥
障
害
者
差
別
解
消
法
）が
成
立
し
、同
２６
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。

※
　
日
本
で
は
、２
０
１
３
（平
成
２５
）年
１２
日
２
一日
の
参
議

院
本
会
議
に
お
い
て
条
約
の
批
准
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
差
別
解
消
法
制
定
ま
で
の
流
れ

「障
害
者
制
度
改
革
の
た
め
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い

て
鼈
里
聴
仄定

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
差

別
に
よ
る
人
権
被
害
を
受
け
た
場
合
の
救
済
等
を
目
的

と
し
た
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

２
０
１
０
（平
成
２２
）年
１１
月

～
２
０
４
２
金
蔦
い
２４
渾
Ｕ
月

差
別
禁
止
部
会
に
お
け
る
検
討

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
・・２
０
「
０
（平
成
２２
）年

１１
月
～
２
０
１
２
（平
成
２４
）年
了
月

障
宝
塁
鼎
以策
委
一自
バ
〒
。２
０
１
２
（平
成
２４
）年
了
月
～
同

年
９
月

日

間

目

囲

日

間

圏

「障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
上
に
関
す
る
法
制
」
に

つ
い
て
の
差
別
禁
止
部
会
の
意
見

日

間

目

圏

日

自

圃

居
重
口を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
案
」
閣
議
決
定

口
国
会
提
出

「障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
【通
称
甚
堅
口者
差
別
解
消
法
】
釜
許
い２５
年
法
律
第

６５
号
）
公
布

２
０
１
３
（平
成
２５
）年
６
月
２６
日
に
公
布
さ
れ
た
「障
害

を
理
由
と
す
る
差
用
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
矢
平

成
２５
年
法
律
第
６５
号
）の
主
な
内
容
ほ
次
の
通
り
で
す
。

こ
の
法
律
は
、贈
菫
暑
量

本̈
法
の
基
本
的
な
理
念
に
の
っ

と
り
、贈
奎
暑
基
本
法
第
４
条
の
「差
別
の
禁
上
」の
規
定
を

具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、贈
奎
口を

理
由
と
す
る
差
剛
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

差
別
の
解
消
を
推
進
し
、そ
れ
に
よ
り
す
べ
て
の
国
民
が
、相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会

の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、贈
墜
暑
の
差
用
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本

方
針
と
し
て
、一蔀
型
鮮
凋
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
な
墓
只

行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
が
請
ず
べ
き
措
置
Ｅ
関
す
る
基
本

的
な
事
項
等
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
万
並
寒
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、あ
ら
か

じ
め
、賠
奎
異
〕
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
必
一要
な
措
置
を
請
ず
る
と
と
も
に
、嗜
奎
口者
政
策
夭畜
員

会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、内
閣
府

に
お
い
て
関
係
行
政
機
関
の
連
湧
の
確
保
等
の
た
め
の
体
制

整
一備
を
図
り
つ
つ
、基
本
方
針
案
を
作
成
し
、行
政
機
関
等
及

び
事
業
者
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
の
基
本
と
な
る
者
え
方
を
示
す
と
と
も
に
、ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
運
用
状
況
の
把
握
や
基
本
方
針
の
見
直
し
等
を
行

い
ま
す
。

①

「差
別
的
取
扱
い
」
の
禁
上

行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
が
事
務
ま
た
は
事
業
を
行
う

に
当
た
り
、暗
室
一を
理
由
と
し
て
障
害
者
で
な
い
者
と
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、障
宝
暑
の
権
利
利

益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
因
剌
馴
馴
國
目
洲
州
側
の
引
Ш

行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
が
事
務
ま
た
は
事
業
を
行
う

に
当
た
り
、贈
奎
異
］か
ら
現
に
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
必
要

と
し
て
い
る
旨
の
〓曰螢
樹
）表
明
が
あ
っ
た
場
合
、そ
の
実
而

に
砦
フ
票
保
Ｄ
過
重
で
な
い
と
き
は
、贈
奎
暑
〕の
権
利
利
益

を
侵
署
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、当
該
障
害
者
の
性
別

年
齢
及
び
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
、社
会
的
障
壁
の
除
去
の

実
施
に
つ
い
て
必
要
か
つ
含
理
的
な
配
膚
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、民
間
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
「私
的
自
工
但
の
点
に
配
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慮
し
、
「含
理
的
配
慮
不
提
供
の
禁
止
」
は
努
力
義
務
と
し
て

意
識
啓
発
・周
知
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

と
し
、辻治
型
発
警
⊂
す
る
か
否
か
は
、本
法
施
行
後
の
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（対
応
一蒙
課
対
応
婦
こ
の
策
定

（ア
に
鼎
騒
隔
里
ボ
漁
轡
自
の
た
め
の
対
応
要
領
の
策
定

行
政
機
関
の
長

地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
は
、基
本
方
針

に
即
し
て
、行
政
機
関
等
の
職
中目
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
要
領
命
型
心
一豊
領
）を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
（地
方
公
共
団
体
の
機
関
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
に

つ
い
て
は
努
「
箋
落
り
。

な
お
、対
応
要
領
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、あ
ら
か

じ
め
、腱髯
重
色
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
請
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（地
方
公

量
（団
体
の
機
関
及
び
地
〓ね
狙
ユ
行
政
法
人
に
つ
い
て
は
努
力

義
ｂ

。

（イ
）事
業
者
の
た
め
の
対
応
指
針
の
策
定

各
事
業
分
野
を
管
轄
す
る
主
務
大
臣
は
、基
本
一わ
針
に
即

し
て
、事
業
者
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
指
針

令
禅
佗
狙
し
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、対
応
指
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、障
害
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
措
置
石
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
　
事
業
主
に
よ
る
差
別
解
消
の
推
進
の
た
め
の
措
置

行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
が
事
業
主
と
し
て
の
立
場
で
労

働
者
に
対
し
て
行
う
措
置
Ｅ
つ
い
て
は
、
「障
害
者
の
一雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
宍
１
９
６
０
（昭
和
３５
Ｙ
■
あ
律
弔
‐

２
３
号
）に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
　
環
境
の
整
備

行
政
機
関
等
及
び
事
業
者
は
、必
要
か
つ
含
理
雨
春
一配
慮

を
的
確
に
行
つ
た
め
、自
ら
設
置
す
る
施
設
の
構
造
の
改
善

及
び
設
備
の
整
備
品
り
盗
轡
員
に
対
す
る
研
修
そ
の
他
の
必

要
な
環
痛
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
実
効
性
の
蔭
休

各
事
業
分
野
を
管
轄
す
る
主
務
大
臣
は
、特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、対
応
指
針
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
対
し
て
報
告
を
求
め
た
り
、助
一一呂
、指
導
ボ
型
口を

行
つ
」
と
が
で
き
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ

た
と
き
や
虚
偽
の
報
告
を
行
っ
た
と
き
は
、漁螺
繁
″課
さ
れ

ま
す
。

＜１＞―
利
が
興
湘
割
鰹
稲
翻
関
例
爛
冽
困
列
劃
桐

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、障
害
者
及
び
そ
の
家
族
そ
の

他
の
関
係
者
か
ら
の
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る

相
談
に
的
確
に
応
ず
る
と
と
も
に
、紛
争
の
防
止
ま
た
は
解

決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
体
制
の
整
備
を
図

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

洲
劃
靱
涸
コ
劃

国
及
び
地
万
公
基
団
体
は
、賠
奎
口を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

特
に
、障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
妨
げ
て
い
る
諸

要
因
の
解
消
を
図
る
た
め
、必
要
な
啓
発
滴
動
を
行
つ
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

潮
潤
掴
洲
Ⅷ
コ
「
∃
瑠
及
び
掴
側

国
は
、障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策

の
推
進
に
資
す
る
よ
う
、国
内
外
に
お
け
る
障
害
そ
理
由
と

す
る
差
用
に
関
わ
る
情
報
の
収
集
、致
〓理
及
び
提
供
を
行
つ

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

洲
濶
曇
重
コ
桑
酬
聯
型
率
珊
期
國
翻
詞
列
の
調
固

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、関
係
機
関
等
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
罹
重
暑
曇
節
確
消
す
楯
地
域
協
議
会
」を
組
織
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
地
域
協
議
会
は
、磨
奎
昇
ｔ理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る

情
報
の
一茎
駅
障
害
署
か
ら
の
相
談
及
び
事
例
を
踏
ま
え
た

協
議
並
び
に
差
別
解
消
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
つ
と
と

も
に
、日鼎
彗
勃
望
頭
ムを
構
成
す
る
機
関
等
に
対
し
、事
案
に

関
す
る
情
報
の
提
供
及
び
意
見
の
表
明
そ
の
他
の
必
要
な
協

力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、２
０
１
６
（平
成
２８
Ｙ
年
４
月
「
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

怖
行
簿
３
年
を
目
途
に
、〈
届
鵠
部
磐
【
）あ
り
方
等
の
法

律
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
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子
育
て
日
記

と
‐
ぉ
巻

シンマイ父さんが行くｘ②

～
九
州
鎌
行
～
　
織
“
　
　
千
彗
市
　
露
崎

幡
平

今
回
も
九
州
旅
行
続
き
で
す
。

翌
朝
佐
世
保
は
良
い
お
天
気
、皆
で
朝
食
を
済
ま
せ
て
福

岡
の
古
賀
を
目
指
し
ま
す
。

朝
早
＜
出
た
の
で
高
速
は
快
調
と
思
い
き
や
上
下
線
と

も
に
事
故
渋
滞
な
ん
て
事
だ
…

１０

ロ
キ
ほ
ど
の
渋
滞
を
抜
け
る
と
後
は
快
調
、古
賀
に
到

着
。こ
の
古
賀
に
い
る
友
達
と
言
う
の
は
受
傷
し
た
時
に

お
世
話
に
な
っ
た
餌
濱
□
さ
ん
の
実
一家
な
の
だ
、病
院
を

出
て
か
ら
は
友
人
と
し
て
の
付
き
合
い
に
な
り
お
亘
い

家
族
ぐ
る
み
の
付
き
含
い
に
な
っ
て
い
る
、
こ
の
日
も
濱

□
さ
ん
不
在
な
の
に
僕
達
だ
け
が
遊
び
に
行
っ
た
。
濱
□

さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
と
て
も
器
用
な
方
で
生
ハ
ム
を
自

分
で
作
っ
た
り
、
野
菜
も
全
て
自
家
製
、そ
し
て
自
宅
か
ら

程
近
い
所
に
囲
炉
裏
小
屋
持
っ
て
い
る
、
大
き
な
池
が
あ

り
囲
炉
裏
小
屋
に
は
出
か
ら
の
湧
き
水
の
サ
ワ
が
流
れ

て
い
る
。
ロ
ケ
ー
シ
∃
ン
は
曰署
向
、毎
回
遊
び
に
い
＜
と
囲

炉
裏
小
屋
で
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
す
の
だ
。
料
理
上
手
な

濱
□
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
サ
ワ
で
取
れ
た
て
の
出
菜
を

て
ん
ぶ
ら
に
し
て
食
べ
た
り
、何
を
食
べ
て
も
美
味
し
い

と
に
か
＜
曰駆
呂
な
の
だ
。

し
づ
＜
は
到
着
す
る
な
り
裸
足
に
な
り
濱
□
さ
ん
の
姪

と
遊
ん
で
大
自
然
を
満
喫
、芝
生
の
上
に
ね
⊇
」
ろ
が
っ

た
り
、
サ
ワ
に
入
り
に
行
っ
た
り
、ダ
ン
ゴ
虫
を
捕
ま
え
て

丸
め
て
み
た
り
、お
昼
を
食
べ
る
事
も
忘
れ
で
遊
ぷ
事
に

一
牛土
縣
公
叩
。

一
方
＜
る
み
は
花
よ
り
団
子
、
ち
ょ
っ
と
伝
い
歩
き
を
し

て
＜
っ
ち
ゃ
ね
～
Ｚ
ｏ
ｏ
＜
っ
ち
や
ね
Ｚ
ｏ
ｏ
、
と
て
も
対
照

的
な
２
人
。
そ
ん
な
２
人
を
見
て
い
た
可
変
く
て
仕
方
な

い
の
で
す
。
池
の
周
り
は
整
備
さ
れ
て
い
て
車
椅
子
で
も

散
歩
が
出
来
る
、
子
供
達
と
池
の
周
り
を
散
歩
し
て
楽
し

い
や
ら
気
持
ち
が
い
い
や
ら
帰
り
た
＜
な
ぁ
～
い
て
感

じ
か
な
（笑
）

日
も
暮
れ
始
め
囲
盟
黒
小
屋
か
ら
自
宅
に
移
勲

夕
食
を

頂
き
名
残
惜
し
い
が
帰
る
時
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
〈フ
度
は
夏
に
来
て
見
た
い
な
そ
ん
な
想
い
を
胸
に
北

九
州
の
ホ
テ
ル
に
帰
り
ま
し
た
。

翌
日
は
中
学
生
時
代
の
同
級
生
と
門
司
港
レ
ト
ロ
で
待

ち
合
わ
せ
、｛Ｗ
〓

一年
生
の
時
に
彼
女
は
君
津
か
ら
北
九

州
に
引
越
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
ど
の
＜
ら
い

の
月
日
が
流
れ
た
だ
ろ
う
、お
互
い
結
婚
を
し
て
子
供
が

出
来
た
今
で
も
友
情
は
続
い
て
い
る
、友
達
は
女
の
子
だ

け
ど
男
女
の
友
情
は
確
実
に
成
立
し
て
い
る
。

門
司
に
彼
女
に
会
い
に
行
＜
の
は
３
回
日
、彼
女
の
結
婚

式
、
し
づ
＜
が

一
歳
の
時
、そ
し
て
＜
る
み
が

一
歳
の
今

回
だ
。

お
互
い
結
婚
を
し
て
か
ら
は
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き

含
い
、彼
女
の
ご
両
親
に
も
妹
家
族
と
も
伸
良
く
し
て
も

ら
っ
て
い
る
、
何
年
も
会
っ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
会
え

ば
す
ぐ
に
今
ま
で
ず
っ
と
会
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
な
れ

る
、こ
ん
な
友
達
っ
て
そ
う
い
な
い
と
思
う
。

そ
の
日
は
門
司
港
レ
ト
ロ
で
イ
ベ
ン
ト
や
っ
て
い
て
物

凄
い
人
だ
っ
た
、
ス
じ
ぷ
り
に
来
た
門
司
は
相
変
わ
ら
ず

裸足が気持ち良い裏にはサワがある

濱国家の皆
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良
い
所
ヽ
食
べ
物
も
美
味
し
い
し
ね
。

し
づ
＜
は
友
達
の
妹
の
子
供
達
と
一昼
諷
塞
口、
一

て
も
楽
し
そ
う
。そ
ん
な
二
人
が
可
変
い
。

し
た
。
関
門
海
峡
は
潮
の
流
れ
が
速
い
事
で
も
有
径
で
そ

こ
を
小
さ
な
連
絡
船
で
渡
る
の
で
す
が
潮
の
流
れ
に
負

け
な
い
様
に
全
速
力
で
突
っ
走
る
、車
椅
子
で
も
乗
る
場

所
が
あ
り
係
り
の
人
と
も
手
馴
れ
た
感
じ
、波
を
切
る
船

の
凄
い
水
し
ぷ
き
外
を
見
て
い
た
ら
顔
が
ビ
シ
ャ
ビ
シ
ャ
、

船
激
ゆ
れ
。
下
関
に
到
着
、遊
園
地
や
水
族
館
聡
望
見
車
を

発
見
、
そ
の
観
覧
車
に
は
シ
ー
ス
ル
ー
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
ノ

リ
で
乗
っ
て
み
た
る
と
超
怖
い
、
下
見
れ
な
い
。

遊
園
地
を
堪
能
し
て
こ
こ
に
来
た

一
番
の
目
的
、カ
ラ
ト

市
場
の
中
に
あ
る
回
転
寿
司
に
行
＜
事
に
、
一ｃ
こ
の
お
寿

司
は
超
お
い
し
い
、お
寿
司
を
堪
能
し
て
門
司
に
船
で
戻

り
北
九
州
空
港
の
ホ
テ
ル
ヘ
帰
り
ま
し
た
。
楽
し
い
、
懐

か
し
い
、美
味
し
い
１
日
で
し
た
。

と
う
と
う
帰
る
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
る
前
に
北
九
州
空
港
に
よ
り
屋
上
に
有
る
足
湯
に
入
っ

て
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
お
土
産
買
っ
て
フ
エ
リ
ー
乗
り
場

の
新
門
司
港
へ
。

こ
こ
で
チ
∃
ツ
ト
し
た
ハ
プ
一
フ
グ
、
元
々
乗
る
予
定
の
船

は
新
門
司
↓
神
戸
、そ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
通
り
越
し
隣
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
そ
こ
は
同
じ
船
会
社
の
新
門
司
↓
大
阪
行

き
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
本
当
は
そ
の
船
に
乗
り
た
か
っ
た
け

ど
満
室
で
予
約
が
取
れ
な
か
っ
た
、
真
純
ち
ゃ
ん
が
ダ
メ

も
と
で
「キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
か
聞
い
て
見
よ
う
よ
」と

言
い
出
し
、聞
い
て
見
た
所
ヽ
和
洋
室
の
部
屋
が
キ
ャ
ン
セ

ル
で
空
い
て
い
る
と
の
事
、事
情
を
話
す
と
金
額
そ
の
ま

ま
で
部
屋
は
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
、
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

し
か
も
そ
の
船
は
俺
が
乗
り
た
か
っ
た
新
型
の
船
体
、

言
う
ま
で
も
な
＜
普
通
車
の
車
両
甲
板
は
三
階
建
て
乗

込
み
も
ス
ム
ー
ズ
、中
央
ロ
ビ
ー
は
吹
抜
け
に
な
っ
て
い

て
五
階
建
て
、
も
ち
ろ
ん
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
大
浴
場
は
露

天
風
呂
、
エ
ン
ジ
ン
音
も
ほ
と
ん
ど
し
な
い
、
中
央
ロ
ビ

ー
で
ラ
イ
プ
が
や
っ
て
い
た
。

部
屋
も
多
少
段
差
が
あ
る
も
の
の
子
供
が
居
る
我
が
家

に
は
使
い
や
す
い
間
取
り
で
し
た
。
部
屋
の
中
に
は
大
き

な
窓
が
あ
り
景
色
も
良
＜
見
え
る
、最
高
の
船
旅
で
し
た
。

是
非
次
も
九
州
に
行
＜
時
は
こ
の
船
で
行
き
た
い
。

あ
っ
と
言
う
間
の
九
州
旅
行
、次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か

な
ぁ

つ
づ
＜
…

_… ―́‐1「

み
ん
な
で
瓦
そ
ば
を
食
べ
て
レ
ト
ロ
を
探
索
、
こ
残
惜
し

い
け
ど
皆
で
写
真
を
撮
っ
て
友
達

一
家
と
は
お
別
れ
を

し
て
対
岸
の
下
関
の
「カ
ラ
ト
市
場
」に
行
＜
事
に
し
た
。

一諫

鼈一』

対
岸
の
下
関
に
は
関
門
海
峡
を
連
絡
船
で
渡
る
事
に

「蘇響
)||.鞣

.ヽ|

今度は3人
一人
は
と

，

一一　

一一̈
一́

仲良し2人

`■

・

:ト

[牒■|■

大切な友達

||■ |||||||,|● 11,ヽ 1,,

|■ ||■ ||I II:1■ |||||||||

広い車両甲板

窺ぶ,
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第4回

笑飯(わらいめし)HAPPYラン子会
今回で4回目となる “笑飯 (わらいめし)HAPPY ランチ会"が 7月 26日 (日 )に、晴天のなか成
田空港のすぐ隣にあるホテル日航成田で開催されました。

会場は本館2階にある中国料理「桃季」で開催されました。オーダーバイキング形式で

食べ放題でした。また、ホテル側のご厚意で駐車場の確保、誘導もしていただき、とても有難かつたです。

これも女子会の交渉術が良かつたのでしょう :お疲れ様でした。

受付 進藤さん (左)と中澤さん (右)

(中央)乾杯の音頭

:ミ覇舞曇S響オ  ~

ゴ
≧r.
■|ゴヽ

ファミリーで参加の露崎さん 左から介助者 吉岡さん 進藤さん 中澤さん

今年、元支部長の石井さんからバトンタッチされた飯岡支部長の挨拶のあと、副支部長の若林さんの乾杯でスタ

ートしました。 《今回は27名の参加です》

ランチ会会場 中国料理「桃季」

飯岡支部長 (左)の挨拶
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||,′↓～J

左から若林さん 千葉さん 高橋さん 畠山さん

左から佐野さん 秦さん 小島さん

深井さん (左)と富田さん (右)

.  議 酢 ″
′
           ‐

‐  |||′

“

｀ヽ|

左から鈴木さんご夫妻

―FI‐
.ラノ ミ、_

吉江さん親子

露崎副支部長 しめの挨拶

カメラロ線の「くるみちやん」 ランチ会後の懇談

このランチ会の準備をしていただいた女子会の進藤さんと中澤さん、いつもボランティアでお手伝いしてくださ

る金谷さん有り難うございました。今回参加されなかつた皆さん、来年も楽しく美味しい笑飯を企画しますので是

非参加してください ! お待ちしております。
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１
　
社
会
保
障
審
議
〈繕
堅
異
曇
人
穴
に
お
い
て
障
害
者
総

合
支
援
法
施
行
３
年
目
途
の
見
直
し
に
関
す
る
計
巧
関
係

団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
終
わ
る

～
次
回
以
降
、
個
別
論
点
の
協
議
へ
～

障
害
者
総
合
支
援
法
施
行
３
年
目
途
の
見
直
し
検
討
を
行

っ
て
い
る
社
会
保
障
審
塁
栗
繕
墜
曇
爵
哭
ム
３
段
ム長

‥
駒

村
康
平
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
は
、
第
６２
回
（５
月
２９
日
）

～
第
６５
回
（６
月
１５

日
）
の
計
４
回
に
わ
た
り
、　
選
笙
ロ

福
祉
サ
ト
ビ
ス
の
在
り
方
等
に
関
す
る
論
吉
銭
〓理
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
Ｌ
プ
」
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
見
直
し
検
討
の

論
点
等
に
対
す
る
関
係
団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
、
計

巧
団
体
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

〔第
６３
回
障
害
者
部
会
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
団
体

※
１０
団
体
〕

２
財
）
日
本
筋
ン̈
ス
ト
ロ
フ
イ
ー
協
〈茶

（公
社
）
全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
、

２
社
）
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
、

（公
財
）
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

全
国
身
体
障
害
者
施
ユ勝
望
菌
ム、

（

特
非
）
全
国
地
域
生
活
支
援
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

（特
非
）
日
本
相
談
支
援
専
門
員
協
会
、

障
害
の
あ
る
人
と
援
助
者
で
つ
く
る
日
本
グ
ル
ー
．プ
ホ

ー
ム
学
会
、

（特
非
）
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
、

全
国
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

■
各
団
体
と
し
て
、
絞
り
込
ん
だ
具
体
的
な
提
案
と
、
そ
の

財
源
確
保
の
方
途
に
関
す
る
意
見
が
求
め
ら
れ
る

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
部
会
で
は
、
藤
井
厚
労
省
障
害
保
健
福

祉
部
長
や

一
部
の
部
会
委
員
よ
り
、
国
の
財
政
が
極
度
に
逼

迫
し
て
い
る
中
、
制
度
の
持
続
可
能
性
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
、
制
度
の
理
想
を
語
る
だ
け
で
は
な
く
現
実
に
向
き

合
っ
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
二思
見
の
投
げ
っ
ぱ
な
し

で
は
な
く
、
ど
う
落
と
し
ど
こ
ろ
を
つ
け
て
い
く
か
の
議
論

が
必
要
で
あ
り
、
あ
れ
も
こ
れ
も
要
望
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、

限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
議繋
調
に
お
い
て
は
何
も
言
っ
て
い

な
い
こ
と
に
等
し
い
、
等
の
意
見
が
上
が
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
初
回
と
な
っ
た
第
６２
回
謄
墨
自者
部
会
に
お
い

て
も
、
各
団
体
の
意
見
に
対
し
、　
ぎ
藤
露
］な
提
案
」
や
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の

「財
源
」
確
保
に
関
す
る
回
答
を
求

め
る
質
問
が
多
く
の
乗
吝
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、

「今
回
の
意
見
を
提
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
『
」
の
点
の
拡

充
を
求
め
る
か
ら
、
こ
の
点
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
認
め

る
』
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
ま
と
め
た
の
か
。
こ
れ
だ
け

国
の
財
政
が
厳
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、
拡
充
だ
け
を

求
め
る
意
見
は
社
会
か
ら
と
て
も
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
予

算
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
意
見
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
財
源
を
ど
こ
か
ら
持
っ
て
く
る
か
具
体
的
な
案
を
も

っ
て
意
見
す
べ
き
だ
」
等
の
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

以
降
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
時
に
お
い
て
も
、
団
体
の
意
見
に
対

し
て
は
、

「あ
れ
も
こ
れ
も
で
は
な
く
、
国
民
に
向
か
っ

て
訴
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
団
体
と
し
て
絞
り
込
ん
で
い
る

の
か
」
、

「例
え
ば
財
務
省
か
ら
み
た
際
に
、
一讐
」が
見

直
し
の
論
苫
小に
な
り
う
る
と
考
え
る
事
項
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
い
」
等
の
質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
７
月
７
日
↑
ё
か
ら
は
、
個
別
論
点
に
つ
い
て
の
議
論

が
月
２
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
始
ま
り
、
そ
の
初
回
は

「常
時

介
護
を
要
す
る
障
害
者
等
に
対
す
る
支
援
」
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
後
、
７
月
１４
日

（火
）
、
２４

日

（金
）
と
議
論
が

進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
１１
月
～
１２
月
を
目
途
に
と

り
ま
と
め
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

［厚
生
労
働
宣

審
議

下

研
冥

奪

＞
英

藻

障
量

乗
頁

堕

暑

更

５

＞
社
△
葎
艦
審
議菌
語
里
口煮
史
ム
（第
６２
回
）

〓
ご
一ヽ
ゴ
Ｆ
≡
〓
品
９
」Ｒ
絡
く
多
Ｉ
咀
ミ
ｏ
８
８
８
∞お
・

，
一ヨ
一

審
議

〒

研
寒

奪

＞
英

漠

砦

墓

会

（堕

暑

ｉ

５

＞
社
会
保
蜃
重
要
繕
墜
曇
軌
人
本
（第
６３

回
）

す
鮮
，
＼
誉
憂
」
〓
〓
品
９
〓
卜
電
卜
三
５咀
゛
０
８
８
銘
８
ヽ

〓
けヨ
一

審
議
会

・
研
究
会
等
＞
社
会
保
障
審
議
会

（障
害
者
部
会
）

＞
社
会
保
躊
重
要
膳
墜
曇
転
会

（第
“

回
）

耳
ご
¨ヽ
どｇミ
」
〓
Ｆ
８
」
、Ｒ
許
く
多
ヨ
咀
ヾ
δ
８
８
８
８
９

す計ヨ
一

審
議
△
〒

研
究
会
等
＞
社
会
保
障
審
議
会

Ｇ
重
塁
昴
哭
５

＞
社
会
保
障
蚕
議
会
堕
重
鼻
裂
ム
（第
６５
回
）

訂
ご
一ヽ
ゴ
ミ
彗
三
■
８
」
．Ｒ
降
く
多
ヨ
咀
ミ
ｏ８
ｏ８
鶴
電

・ゴ計ヨ
一

２

第
２‐
～
２２
回
置
生
鼻
晨
一策
委
口果
ムと
ワ
ー
キ
ン
グ
セ

ツ
シ
ョ
ン
に
よ
る
テ
ー
マ
毎
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
～
次

回
か
ら

「誕繋
調
の
整
理
」
へ
～

内
閣
府
の
障
害
者
政
策
委
員
会

（委
員
長
‥
石
川
准
静
岡
県

立
大
学
教
授
）
で
は
、
一障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ
く
政
府
報

告
作
成
に
向
け
た
、
一弔
３
次
障
害
者
基
本
計
画
の
実
施
状
況

の
監
視
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
５
月
２９
日

（金
）
に
第
２‐
回
堕
吾
重
収
策
委

目果
会
が
開
催
さ
れ
、
一型
里
渾
障
害
者
権
利
委
員
ム
ム委
員
長
の

ロ
ン
ロ
マ
ッ
カ
ラ
ム
氏
の
講
演
と
、
第
３
次
障
害
者
基
本
計

画
の
分
野
別
施
策
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「生
活
支
援
」
「保

健
・
医
療
」
コ
蟄
日
、
文
化
芸
術
活
動
“
ス
ポ
ー
ツ
等
」
「生
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活
環
境
」
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議繋
ぷ

進
め
ら
れ
、
続
く
第

２２
回
政
策
委
員
会
に
お
い
て
は

「安
心

コ
安
全
」

「差
別

の
解
消
及
び
権
利
擁
護
の
推
進
」
「行
政
サ
Ｌ
ビ
ス
等
に
お

け
る
配
慮
」

「国
際
協
力
」
お
よ
び

「推
進
体
制
」
等
に
つ

い
て
議
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、　
濯
螺
“ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」

選
堀
経
墜
口者

ロ

医
療
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
害
者
等
の
地
域
移
行
の

支
援
な
ど
」
「成
年
後
見
制
度
も
含
め
た
意
思
決
定
支
援
な

ど
」
「イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
、
一屋
用
な
ど
」
の
、

特
に
重
要
と
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
設
け
ら
れ
た
４
つ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ツ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
検
討
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
一障
害
者
政
策
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て

塁
繋
調
の

整
理
案
」
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
乗
萱
尿
ム
で
の

「議
論

の
整
理
」
を
行
っ
て
い
き
、
外
務
省
か
ら
の
政
府
報
告
案
と

併
せ
て
議
論
し
た
う
え
で
、
一堅
世
毬
年口案
を
９
月
下
旬
頃
に

は
取
り
ま
と
め
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
次
回
弟
２３
回
堕
吾
者
欧
束
夭
曹
大
ム
は
、
７
月
１０
日

（金
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

４
．
社
会
福
祉
法
人
広
報
強
化
セ
ミ
ナ
上
堂
講
者
募
集

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
都
道
府
県

・
指
定
都
市

・

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議菌
壺

び
に
社
会
福
祉
法
人

・
福

祉
施
設
で
広
報
活
動
を
担
当
す
る
リ
ト
ダ
ー
等
を
対
象
に

毎
年
社
会
福
祉
法
人
広
報
強
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
広
報
強
化
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「社
会
福
祉
法
人
の
存

在
意
義
を
発
信
す
る
戦
略
的
広
報
」
を
テ
ー
マ
に
、
社
会
福

祉
法
人
が
今
後
、
国
民
の
信
頼
を
得
て
、
よ
り

一
層
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
広
報
戦
略
と
広
報
実
践
が
必
要
な
の
か
、
学
び

あ
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

【主
催
】
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

・
政
策
企
画
部
広
報
室

【日
程
】
平
成
２７
年
８
月
３‐

日
曾
じ
～
９
月
１
日
↑
０

【対
象
】
都
道
府
県
口
指
定
都
市

口
市
区
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
、
社
会
福
祉
法
人
・福
祉
施
設
で
広
報
活
動
を
担
当
す

る
リ
ト
ダ
ー
等

【
会
場

】
全
国
社
会
福
柾
輛
議
会
会
議
室

（新
霞
が
関
ビ

ル
５
階
）

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
３
１
３
１
２

【講
師
等
】

実
践
報
告

「公
益
活
動
の
展
開
ヽ
社
協

口
福
祉
施
設
の
協
働

と
広
報
」

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
サ
ト
ビ
ス
推
進
部
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
担
当
課
長
大
関
晃

一
氏

講
義

・
演
習

「社
協
、
社
会
福
祉
法
人
口
福
祉
施
設
の
戦
略

的
広
報
と
実
践
に
取
り
組
む
倉
ら
」

《
Ｉ
社
協
職
員
コ
ー
ス
》
東
海
大
学
文
学
部
広
報
メ
デ
ィ
ア

学
科
教
授
河
井
孝
仁
氏

《
Ⅱ
施
設
職
員
コ
ー
ス
》
田
園
調
布
学
園
大
学
社
会
福
祉
学

科
教
授
村
井
祐

一
氏

壺
唇
塁

１
０
０
名

【参
加
費
】
ｌ
ｏ
，
ｏ
０
０
円
（旅
費

・
宿
泊
費
は
別
途

【締
切
】
平
成
２７
年
８
月
１０

日
貧
じ
※
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

【詳
細

・
申
込
】
研
修
の
詳
細
や
申
し
込
み
下
記
男
夏
低
」

参
照
く
だ
さ
い
。

ヨ

ヨ

鯛

劃

到

到

劃

引

劉

劉

劃

副

ヨ
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長野県支部「第9回支部長杯争奪グラウンド・ゴルフ大会のご案内」

◎開催日 平成四年10月 10日 (土)～11日 (日 )
10日午後1時競技開始 *2ゲームでコンペ。賞表対称日と致します、11日 は自由参加とする

◎会 場 佐久一万里温泉ホテルグラウンドロゴルフ場 (佐久インター近く)
◎宿泊会場  佐久一万里温泉ホテル (TEL)0267-63・ 3355

◎参加費  (参加費・宿泊 口懇親会込み全日程参加者男子 (13,000円 :女子 (111000)円
(競技のみ参加・2 000円 2日間で)・ 宴会のみ 5,000円

参加費 参加費の徴収は当日ホテノИこて受付時に徴収致します (担当 支部会計内藤が受付ます)
参加申込 締め切り目 :平成27年9月 30日 (水)電話申込の受付不可 口FAX口 郵送にて可能
〒 389-0206

申込み先   支部体育部長 比田井 隆
長野県北佐久郡御代田町御代田4108-985

※参加申込をされる方は9月 27日 までに飯岡あてご芭絡ください
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BBQ昼食会の季節がやつてきました。今回は富津市鹿野山のマザニ牧場にて開催します。皆様と親睦を深

めながら楽しい一時を過ごしていただければと思います。ご家族、ご友人等々をお誘いの上、ご参加ください。

BBQ終了後もマザニ牧場でお楽しみいただけます。

☆開催日 : 平成27年 9月 6日 (日)午 前 11時～午後 2時予定

★会 場 i マザニ牧場 (アクセスマップ参照)

☆住 所 : 千葉県富津市田倉940-3 ■L0439-37-3211

★参加費 : 会員2,500円  一般大人 (中学生以上)2,800円  小人 2,300円
(′い ベキュー、飲み物代として)※当日お支払いください。

◎駐車場 :無料 まきば駐車場 (下側)をご利用ください。
脊損連合会千葉県支部と言わないと有ホキになるので注意

運転者は、絶対に飲酒しないでください I

雨天決行します !バーベキュー会場には屋根があります。

■参加申込先 :若林副支部長
■L 090-3235-0939 断nil tehetehe1919～ahOo.co.jp

■申込締め切り:平成 27年 8月 31日 (月 )

ノl学生以下無料

●FりtttTツ冒

t‐爾ぽ電襄事.ギ|,XPal
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当支部では、背髄損傷者当事者が自らの経験を基に脊髄損傷者 (頚隋損傷者も含みます)

の悩みやlb配ごとなどの相談に無料で応じますのでお気軽にご相談<ださい。

◇ 個人情幸側ま―切タト音剛こ漏らしません。

◇ 難しいPo3題については専P日相談員,弁 護士をご紹介しま硯
◇ ご家族やご反人、会員タトの方も歓迎します。

■平成27年度実施日

H27.8月 9日 (日)10月 11日 (日)」4月 8日 (日 )
H28.1月 47日 (日)3月 6日 (日) 相談時間帯 14時 ～160著

■場 所

市原市保健福祉センター(サンハート)ボランテイアlb―ム
千葉県市原市海土有木225-4

■相談ご希望の声は実施日前日までに下記までご連絡<ださい。
担当者:飯岡 電話 050-3634-了 257

Eメールフト
゛
レス sUchiba.hide.loka@gmallocom

■電話での相談も可能です。

ピアサポートとは 00・

ピア (Peer)=仲間

サポート(Support)=支援

口返
'C7う
ハィバス
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響窒たい所ヘ

量移ゝ姪じヽ人ヘ

なつたい幾誉ヘ

藤ぶ∬鰐
膚Jtth膚鑑,

ニッシンl議すべて輸入ヘ

パリア鰺なしヽ準鶴・移餞を

書鐵鑽機ます醸

督
禁 訛

蒻

麟イス類量》鮭議載スム…ズ畿饉

り鶯麟ン鷺‡壼醸鶴淘∫
「
卜二

編
集
人
　
佐
倉
市
染
井
野
５
１
４２
‐
７
　
　
　
頒
価
二
〇
〇
円

全
国
脊
樋
理
場
者
連
〈
思
至
基
直
笠
部

発
行
人
　
東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
１
２６
‐
２‐

特
定
非
営
利
活
動
法
人

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

）

継級のポックスヘ菫イス査輔

壼イ郷限銀「オートボックス」

電機lJフ トでトランクヘ寧イス概豪政毅輸

凛ク期餞E「ウインチxア週
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